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予防接種

今年

から

新三

種混

合Ｍ

ＭＲ

ワク

チン

今
ま
で
の
麻
し
ん
（
は
し
か
）
予
防
接
種
に
か
え
て
、

今
年
か
ら
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
風
し
ん
を
同
時
に

予
防
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

既
に
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
人
は
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
だ
け
の
接
種
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

医
療
機
関
で
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

今

年
四
月
か
ら

、
生
後
十

二
ヵ

月

以
上

七

十

二
ヵ

月

未

満
の

人ポリ オの予防接種会場で(ＭＭＲは個別接種です)

（
麻
し
ん
の
予
防
接
種
終
え
て

い
る
人
は
除

く
）
を
対
象
に

、
従

来
の
麻
し
ん
予
防
接
種
に
か
え
て
、

Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。Ｍ

Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
は

、
一
回
の

予
防
接
種
で
麻
し
ん

（
は
し

か
）

・
お
た
ふ

く
か
ぜ
・
風
し

ん
を
同

時
に

予
防
す

る
こ
と

が
で

き
る
も

の
で

す
。

既
に

麻
し

ん
の
予
防
接

種
を

受

け

た
人

は
、
希
望
に
よ
り

、
お
た

ふ
く
か

ぜ
単
独
の

予
防
接
種
を
無

料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

Ｍ
Ｍ
Ｒ

、
お
た
ふ

く
か
ぜ
の
い

ず
れ
の

予
防
接
種
も
、
集
団
生
活

に
入

る
前
に
完
了
す
る
こ
と

が
望

ま
し
い
の
で

、
市
内
委
託
医
療
機

閼
の
医

師
と
相
談
の

う
ぇ

、
翳
め

に
受
け

る
ぶ

フ
に
し
て
下
さ
い
。

接

種

の

申

し

込

み

マ
予
防
接
種
の
種
類
・・
・
①
Ｍ
Ｍ
Ｒ

②
お
た
ふ
く
か
ぜ

マ
対
象
：
生

後
十
二
ヵ
月
以
上
七

十
二
ヵ
月
未
満
で
、

①
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い

人
②
既
に
麻
し
ん
の
予
防
接
種

を
受

け
た
人
で
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
の
単
独
予
防
接
種
を

希
望
歹

今

人

マ
申
し
込
み
を
す

る
人
…

麻
し
ん

の

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
で

、
問
診
票

（
無
料

券
）

を

持
っ
て

い
な
い
人

マ
申
し
込
ま
な

く
て

も
よ

い
人

＝
・

昭
和
六
十
三
年

匸
月

一
日

～
三

月
三
十
一
日
に

生
ま

れ
た
人
に

は
、
四
月
上
旬
に
直
接
問
診
票

を
送
り
ま
す
。

以
前
の
問
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
で

、
麻
し

ん
の

予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
そ
の

ハガ キ申 込 み要領

千

葉

県

知

事

選

挙

終

わ

る

ま

ま
Ｍ
Ｍ
Ｒ

の
予
防
接
種
に
使

用
で
癶
蚤

す
。

※

既
に

麻
し

ん
の
予
防
接
種
を

受

け
た
人
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ

の
予

防
接

種
は
受
け
ら
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て

下
さ
い

。

▽
申
込
み
・
＝
お
た
ふ
く
か

ぜ
の

単

独
予
防
接
種
を
希
望
丁

る
人

は
、

す
べ
て

申
し
込
み
と
な
り

ま
す

の
で

、
左
記

要
領
の
と
お
り
（

ガ
キ
で

申
し

込
ん
で
下

さ
い

。

マ
詳
細
・：

保
健
衛
生
課
予
防
衛

生

係

前
回
を
上
回
る
4
0・
4
7％

去
る
三
月
十

九
冂

、
千
葉
県
知

小
選
挙
が
市
内
九
十
五
の
投
票
所

で

行
わ
れ
、
結
果
は

次
の

と
お
り

で

す
。

○
当
日
有
権
者
数

計 女 男

一
五
七
、
三
七
五
人

一
五
四
、
ニ

ー
九
人

一
三

一
、
五
九
四
人運動公園体育館で行われた開票作業

Ｏ
投
票

者
数

男女計

Ｏ
投
票
率

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー世界の名画

複製画展

六

三
、
五
六
六
人

右

一
、
五
三

六
人

ご

天

、
一
〇

二
人

男
　
　

四
〇

こ
二
九
％

女
　
　
　

四
〇

・
五
１１ユ
％

平

均
　

四
〇

・
四

七
％

Ｏ
候
補
者
別
得
票

数

当
選

沼
田

武

五
五

、
三
六
五
票

元

七

一
、
六

八
七
票
）

石
井

正

二

六
八
、
五

〇
〇
票

（
七
八
六
、
二
三

八
票
）

（
）
は
、
県
全
体
の
得
票
数

マ
詳
細
・
・・
市
選
挙
管
理

委
員
会
事

務
局

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

申
込
受
付
・
説
明
会

７
／
１
～
９
／
2
3の
展
示

▽
日

時
：
一
四
月
十
七
日
（
月
）
午

後
六

時
三
十
分
か
ら

▽
会
場
…

市
役
所
議
会
棟
三
階

特
別

委
員
会
室

▽
持
ち
物
＝
・
筆
記
用
具
印
鑑

※
空
き
の

あ
る
場
合
は
四

月
十

九
日
（
水
）
か
ら

社
会
教
育
課

で

電
話
受
け
付
け
し

ま
す
。

マ
詳
岬
＝
社
会
教
育
課
成
人
教

育
係

今

月
か
ら
、
広

報
ま
つ

ど
が
二

色
刷
り
に

な
り

ま
し

た

。
読

み
や
す
く
、
よ

り
一
層
親

し

ま
れ
る
紙
面
に
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま

す

。
ご
愛
読
く
だ

さ
い
。

早

め
に
委

託
医
療
機
関
で

松
戸
市
は
機

構
改
革
を
行
い
、

四
月

一
日
か
ら
企
画

部
を
新
設

し

ま
し
た
。

従
来
の
企
画
財
政
部
を

企
画

部
と

財
政

部
に

分
割
し

、
そ
れ

ぞ
れ
の

部
門
の

充
実
・
強
化
を

図

る
も
の
で

す
。

企
画

部
は

、
市
全
体
の

行
政

に

関
す

る
総
合
調
整
お
よ
び
進

行
管
理
機
能
を
持
ち
、
部
と
し

て
位
置

づ
け

る
こ

と
に

よ
っ
て

、

はしか・

風しんお

たふくか

ぜ

‘甼
第
九
回
松
戸
市
美
術
団
体
合
同
展
…
…
九
口
ま
で

‘雫
絵
苑
美
術
協
会
美
術
展
…
…
…
ト

ー
日
～
卜
六
日

奉
木
曜
会
紅
彩
会
合
同
展
…
…
…
十
一
日
～
卜
六
日

４

第
八
回
墨
松
会
水
墨
画
展
…
…
…
…
十
『
八
日
上

一

十
二
日

休

館

日
・・一
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
・・・
午
前
十
時
～
午
後
六
時

※
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
g
6
7－
7
8
1
0

番
） ４月

富士百景写真展

(出展＝写団富士愛好会)

松戸駅市民ギャラリー

４
／
1
5ま
で

４
／
1
5～
５
／
８

こ
れ
ら
の
機
能
効
果
的
に
発

揮
し
ま
す
。

今
回
あ
わ
せ
て
、
企
画
部
の

中
に
「
交
通
対
策
課
」
が
新
設

さ
れ
、
地
下
鉄
十
一
号
線
延
伸
、

バ
ス
路
線
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム

の
研
究
な
ど
、
松
戸
市
の
将
来

の
交
通
政
策
を
専
門
に
受
け

持

ち
赤
叉

マ
詳
細
上
事
務
管
理
課

機構
改革

企
画
部
交
通
対
策
課
を
新
設

企画財政部

-
企 画 部財政部

企
画
課

交
通
対
策

課
〔
新

設
〕

文
化
施
設
建
設
準
備
室

財
政
課

管
財
課

松
戸
市

投
票
率
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募　 集

守

つ
て
い
ま
す
か
／

第１期生成人学校

ゴ
ミ
の
五
分
別
収
集

ご
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
　
ゴ
ミ
は
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

きめら れた日にゴミを 出しましよう

松
戸
市
は
、
ゴ
ミ
の
五
分
別
収
集
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
、
再
資
源
北
の
た
め
五
分
別
収

集
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
は

、
市
民
の

皆
さ
ん
の

ご
協

力
に
よ
り

定
着
し

て
き
ま
し
た
が

、
ま
だ
一
部
で

は

守
ら

れ
て
い
ま
せ
ん

。

分
別
さ
れ
て
い

な
い

ゴ
ミ
は
収

集

さ
れ
ま
せ
ん
の
で

、
集
積
所
付

近
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す

。

市
で
は

、
毎
年
四

月
に

、
市
政

協
力
委

員
の

ご
協
力
に

よ
り
、「
家

庭

ゴ
ミ
の

分
け

方
・
出
し
方
」
の

チ
ラ

シ
を
各
世
帯
に
配
布
し
て
い

ま
す
の
で

、
台
所
の
見
や
す
い

所

E〉対象･･･市内在住または在勤の16歳以上の人( 親子でも参加できます)

r〉申込み‥･往復ハガキに希望科目・住所・氏名・年齢・電話番号を記

入レ ４月12日(水)必着で、〒271 松戸市根本387 －5 松戸市教育

委員会社会教育課へ( 返信用ハガキに必ずあて名を記入)｡定員を超

えた科目は抽選となります。定員に満たない科目は４月14日(金)か

ら電話で受け付けます。

科　　 目 日　　　　 時 会　 場 講　　 師 定員 教 材 費

昼

間

部

植物学を学ぶ
4/19～6/28の毎週水曜日
午前10時～正午

根 木 内 小
講　座　 室

野草
研究家

川端 祥子氏
30人 無　　　 料

東京下町
ウォツチング

4/20～平成２年3/15の毎
月第３木曜日
午前10時～午後３時ごろ

初 回 の み
市 民 会 館

タウ
ン

ウォッチャー
表　 弥生氏

各2圦

1,000円

交通費等実費

わらべ歌の世界 4/28～5/26の毎週金曜日
午前10時～正千

馬　 橋　 東
市民センター

わらべうた
研究家
守屋順子氏

無　　　 料

琉球紅型入門
4/21～6/30の毎週金曜日
午前10時～正午

新松戸 北小

講　座　 室
染色家
正木 孝彦氏

11,000円

英 会 話 入 門
4/27～6/29の毎週木曜日
午前10時～正午

新　 松　 戸
市民センター

Julie Greenall 無 料

夜

間

部

初めての人のた
めに
パ ス テ ル 画

5/1
～7/3の毎週月曜日

午後６時30分～８時30分 勤 労 会 館
石川 正治氏
●パステル会

11,000円

鎌 倉 彫 入 門
4/20～6/29の毎週木曜日
午後６時30分～８時30分

市 民 会 館

鎌田 弘子氏

●桂雅会
9,000円

月に１度は
アジアの夕食

5/ 7―平成２年3/4の毎月

第
１日曜日

午後５時～８時30分

アジア
各 国 か ら

30人
家族1,000円/月
個人300円/月
６ヵ月前納

松－

｜

水 墨 画 入 門 4/25～7/18
の毎週火曜日

午後６畤30分～８時30分
市 民 会 館

加藤弥寿子氏
丹青会

各20人

3.000円

初めての人のた
めに
書 道

4/26～7/5の毎週水曜日
午後６時30分～８時30分

婦 人 会 館

書道研究家
大角 凡徹氏
●青水会

3,000
円

用具あつせん

篆 刻 入 門
4/19～7/19の隔週水曜日
午後６時30分～８時30分

野坂 月苗氏

●奇秀会
10,000円

もう一歩の
スナップ 写真

4/21～7/21の隔週金曜日
午後６時30分～８時30分

板倉 光雄氏
●松戸市文化写頁会

無　　　 料

手品を 楽しむ
4/22～7/1の毎週土曜日
午後６時30分～８時30分

日本奇術会講師
岩田やすし氏
●松戸奇術会

15人 3,000円

E〉詳 細 … 社 会 教 育 課 成 人 教 育 係

冫'冫-･ii.-Q- ヽWJ ゛;W冫‘;〃･; 心･;W･1 命 冫-- ゛.-;,-XJ 冫W･‘i-W ぷW 冫－iJ 冫冫丿 心W 冫-; Ｗ冫'iW冫'冫1●1冫冫

に
張
り
、
活
用
し
て
下

さ
い

。

市
外
か
ら

転
入

さ
れ
た
人
は

、

転
入
手

続
き
の

際
に

窓
口
（
市
民

課
・
各
支
所
）
で
受

け
取
っ
て

下

さ
い
。

ゴ
ミ
の
減
量

、
再

資
源

化
の
た

め
に
、
五
分
別
収

集
に

ご
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

ゴ
ミ
の
収
集
日

母
子
・
父
子
家
庭

５月21日から変更します

市施設の休館Eﾖ
休 館 日 施　　　　　　 設

第 １ 月 曜 日

常 盤 平 市 民 セ ン タ ー
六 実 市 民 セ ン タ ー

新 松 戸 市 民 セ ン タ ー
二十世紀が丘市民センター

第 ２ 月 曜 日

稔 台 市 民 セ ン タ ー
小 金 原 市 民 セ ン タ ー
馬 橋 市 民 セ ン タ ー

松 飛 台 市 民 セ ン タ ー

第 ３ 月 曜 日

五 香 市 民 セ ン タ ー

明 市 民 セ ン タ ー
馬 橋 東 市 民 セ ン タ ー
小 金 北 市 民 セ ン タ ー

第 ４ 月 曜 日

東 部 市 民 セ ン タ ー
古ヶ崎市民センター
小 金 市 民 セ ン タ ー

八 柱 市 民 セ ン タ ー
第 ３ 木 曜 日 勤 労 会 館

第 ４ 月 曜 日
小 金 原 体 育 館
常盤平体育館

運 動 公 園 内 有 料 施 設
そ の月の末日 婦 人 会 館

○
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
・
＝
週
三

回

○
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
・
・
痼

二

回

○
資
源
ゴ
ミ
・
＝
週

一
回

（
リ

サ
イ

ク
ル
地
域
は
月
一
回
の
指
定
日
）

○
有
害
ゴ
ミ
＝
週
一
回

○
粗
大
ゴ
ミ
・・
・
市
に
電

話
予
約

※
い

ず
れ
の
収
集
日
も
地
区
に
よ

４
月
１
日

か
ら

市
で

は
、
母
子
・
父
子
家
庭
の

自
立
を
促
進
し
福
祉
の
向
上

を
図

る
た
め
医
療
費
を
一
部
助
成
し
て

い

ま
す
が
、
本
年
四
月
一
日
か
ら

、

保
険
診
療
お
よ
び
保
険
調
剤
の
自

己

負
担
額
に
つ
い
て

全
額
助
成
す

る
こ

と
に

な
り
ま
し
た
。

マ
対
象
Ｅ
十
八
歳
未
満
の
児
童

を

扶
養
し
て
い

る
母
子
家
庭
の
母

と
児
童

、
ま
た
は
父
子

家
庭
の

父
と
児
童

、
も
し

く
は
父

母
の

い
な
い
十
八
歳

未
満
の
児

童
　

’

マ
助
成

さ
れ
る
医
療
費
・
＝
医

療
機

関
で
受
診
し
た

際
の

保
険
診
療

お
よ

び
保

険
調
剤
の

自
己

負
担

額

（
附

加
給
付

な
ど
を
控
除
し

た
額
）

つ
て
違
い
ま
す
の
で

、
近
所
の

人
に
確
認
し
て
下

さ
い
。

ゴ

ミ

の

出

し

方

○
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
＝
・
原
則
と
し
て

ゴ
ミ
専
用
紙
袋

５月21日(日)から上記の施設の休館日は、12月29日

( 金)から、１月３日(祝)までの日以外は毎月１回とな

ります。

t〉申込み受付け…４月５日(水)午前９時から

【〉詳細…各施設

○
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ

・
資
源

ゴ
ミ

・
有
害
ゴ
ミ
＝
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
ま

た
は
ポ
リ
袋

収

集

時

間

収
集
日
の
朝
八
時
三
十

分
ま
で

に

集
積
所
に
出
し
て
下

さ
い

。

マ
詳
細
・
・
清
掃
第
一
課
業
務
係

医
療
費
の
助
成
拡
大

マ

助
成
を
受
け
る
方
法
・
＝
①
前
年

の

所
得
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ

と
を

証
明
す

る
書
類
な
ど
に
よ

り

、
あ
ら
か

じ

め
受
給
資
格
者

と
し
て
認
め
公

言

こ

と
②
医

療

機
関
へ

初
診
の
際
、
給
付
申

請

書
（
母
子

福
祉
推
進
員
、
福

祉

事
務
所

、
援
護
課
に
あ
り
ま

言

を
持
参
し
て

証
明
を
受
け

た

後
に

提
出
し
て

下
さ
い

。

マ
詳

細
・・
・
福
祉
事
務
所
福
祉
係
ま

た
は

援
護
課
援
護
係

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン
（
入
場
無
料
・

ご
〒

九

歳
く
ら
い

が
対
象
）

テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は

な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
」

き
6
3－

９
９
９
９
番

二
十
日

十
九
日

十
四
日

十
三
日

四

月
十
二
日

期
　
　

日

六

実
市

民

セ
ン

タ

ー

図
書
館
本
館

小

金

市

民

セ
ン

タ
ｊ

矢

切

公

民

館

図

書

館

本

館

会
　
　
　
　

場

午

後

三

時

～

四

時

午
後
三
時
士

二
時
三
十
分

午

後

三

時

～

四

時

午
後
三
時
止

二
時
三
十
分

時
　
　
　

間

や
定
員
に
な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し

ま
す
。

マ

詳
細
＝
・
市
立
図
書
館

一`
6
5－
5
1
1
5

番

嘱
託
職
員
募
集

マ

職
種
・
＝
お
は
な
し

と
人
形
劇
の

公

演
、
人
形
の

製
作

マ
勤

務
時
間
・・
袍

週

火
曜
日
～
金

曜
日

、
午
前
九
時
～
午
後
五
時

マ
時

給
＝
五

百
七

十
円
（
賞
与
・

交

通
費
支
給
、
社
会
保
険
あ
り
）

マ
資

格
＝
十

八
歳
～
四

十
歳
の

女

性
マ
定

員
＝
・
若
干

名

マ
面
接
日

時
＝
・
四
月

十
五
日

全

）

午
前
十
時
か
ら

マ
申
込
み
・
＝
四
月

十
四
囗
（
金

）
圭

で
に
、

「
お
は

な
し
キ
ャ
ラ

バ

ン
を
や
り
た
い
理

由
」

を
作
文

（
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚

）

に
し
、
履
歴

書

（
写
真
貼
付
）

と
と
も
に
、
〒

二
七
〇

松
戸
市

新
松
戸
南
ニ
ー
ニ
（
財
）
松
戸
市

お
は
な
し
キ

ャ
ラ

バ
ン

ヘ

マ
詳
細
三

財
）
お
は

な
し

ギ
ャ
ラ

バ
≧

丿
4
4

－
3
0
3
7

番

（
火

～
金
曜
日
）

東 葛 飾 旅 券 事 務 所 に

名 称 を変 更

県で は、 ４ 月１ 日か ら旅 券事

務 所東 葛飾 分 室を東 葛 飾旅 券事

務 所 と名称 を改 め。 旅券 業務 を

行っ て い ます。

業 務 内容 は従 来 どおりですが、

４ ・ ５月の ２ヵ 月間 は 、受 付時

間 が次 の とおり 変更 となっ てい

ますの で、 注意 して 下 さい。

【〉受 付時 間 …祝 日 を除 く毎週 月

・水 ・ 金曜 日の午 前 ９時 ～11

時30 分 、 午 後１時 ～４ 時30 分

t〉詳 細… 東 葛飾 旅券 事務 所容66

-4414 番

申

請

手

続

き

を

お

忘

れ

な

く

松
戸
市
心
身
障
害
児
入
学
祝
金
・
就
職
支
度
金

マ
入
学
祝
金
の
対
象
＝
市

内
に
居

住
地
が
あ
り
、
平
成
元
年
四
月

に

小
学
校
に
入
学
し
た
児
童
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
四
級
以
上
の

障
害
の
あ
る
児
童
ま
た
は
児
童

相
談
所
で

精
神
薄
弱
と
判
定
さ

れ
た
児
童
の
保
護
者

▽
就
職
支
度
金
の
対
象
・
＝
市
内
に

居
住
地
が
あ
り
、

新
規
に
学
校

を
卒
業
し
、
同
一
事
業
所
に
六

ヵ
月
以
上
継

続
し
て

雇
用

さ
れ

る
見
込
み
の
あ

る
人
で

、
身
体

障
害
者
手
帳
四

級
以

上
の

障
害

の
あ

る
人
ま
た
は

児
童
相
談
所

で

精
神
薄
弱
と
判

定
さ
れ
た
人

▽
詳
細
・
＝
し
あ
わ
せ

課
福
祉
係

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国

民

年

金

保

険

料

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

の

あ
る
人

は
、
す
ぐ
に
納
め
て
下

さ
い

。

納
め
忘

れ
る
と
万

一
、
交
通
事

故

な
ど
で

障
害

者
に

な
っ
た
時
の

障
害

基
礎
年
金
や

、
不
幸
に
し
て

ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
た

時
の
遺
族

基
礎

年
金
な
ど

が
受
け

ら
れ
な
く

な
り
ま

す
。

納
め
忘

れ
続
け
る
と
、
将
来
老

齢

基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

つ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
詳

細
＝
・
国
民
年
金
課

四

月
三
日
（
日

）
か

ら
十
七

日
（
月

）
ま
で

、
松

本
清

奨

学
金

・
高

校
修
学

資

金
の
申

請

を
受
付

け
中

で

す



平成元年４月５日m ｓ。廖Ｄど

市
内
で
、
今
、
犬
や
猫
な
ど
小
動
物
を
飼
う
家
庭
が
ふ
え
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
野
良
犬
、
野
良
猫
も
ふ
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

犬
や
猫
な
ど
を
飼
う
時
は
、
責
任
を
も
っ
て
飼
う
よ
う
に
し

ま
し

よ
う
。

ぺ
ッ
ト
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
か

市
内
に

は
、
犬

や
猫
な
と

が
多
く

飼

わ
れ
て

い
ま

す
。

し
か
し

、
野

良
犬
や
野
良
猫
も

か
な
り
い
ま
す

。

家族の一員で すかわい がってね

生後６～８ヵ月

14日間くらい

年２～４回くらい

２～６頭

60曰くらい

期日 会　　　　　 場 時　　　　　 間

4/8
ぷ］

中 金 杉 公 園 午前９時30 分～椚時

花ノ台公園(上本郷) 午後 ○時30 分～２時

八 柱 霊 園 入 口 午後２時30分～４時

(M)
圓

雨　　　　　 役　　　　　 所 午前８時30分～10時

二 十 世 紀 公 園 午前10時30分～正午

六 実 支 所 午後１時30 分～３時

小金原公園 午後３時30 分～５時

諮
問

古 ヶ 崎 市 民 セ ン タ ー 午前９時～10 時30分

馬 橋 市 民 セ ン タ ー 午前11時～ 正午

五 香 市 民 セ ン タ ー 午後１時30分 ～２時30分

n
rM｣

ひ ば り 公 園(小金 原9 丁目) 午前10時～10 畤30分

干駄堀集会場 午前11時～ 竹時30 分

国 立 療 養 所 松 戸 病 院 入 口 午後１時～１時30 分

北仲町公園仲井町) 午後２時～２時30 分

12
jD

南部小学校(小山) 午前９畤3D分～10時30 分

栄 町 西 ３ 丁 目 子 供 の 遊 び 場 午前Ｍ時～正午

新松戸第１公 園(新松戸１ 丁目) 午後１時30分～ ２時

13
[Eﾐ]

平潟公園 午前９時30分～10時30 分

二 三 ヶ 丘 公 園(三ヶ月) 午前椚時～正 午

栄町第１公園(栄町６丁目) 午後１時30分～２ 畤3D分

湿
圖

東 部 ス ポ ー ツ パ ー ク 正 門 午前匐時～10時30分

串崎公園 午前11時～11時30分

八 ヶ 崎 子 安 神 社 午後1 時～２眄

ぶ3
閇

中　 矢　 切　 香　 取　 神　 社 午前10時 ～11時30分

松 飛 台 会 館 午 後１時 ～２時

中 和 倉 公 園 午 後２時30 分～３時30分

芯

噌］

稔 台 公 園 午前８時30 分～10時

常 盤 平 金 ヶ 作 公 園 午 前10時30 分～正午

新松戸中央公園 午後１時30 分～３時

小 金 公園(小金きよしヶ丘２丁目) 午後３眄30 分～４時30分

そ
の

数
は
、
ど
の
く
ら
い
な
の

か

推
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

こ
の

よ
う
に

、
今
、
捨
て
犬
や

捨
て

猫
の

問
題
が
話
題
と

さ
れ
つ

つ

あ
り
ま
す
。

野
良
犬
、
野
良
猫
の
多
く
は
も

と

も
と

家
で

飼
わ
れ
て

い
た
り

、

生
ま
れ
た
り
し

た
も
の
で
す
。

大
き
く
な
っ
て

、
手
に
鉤
え

な

く
な
り
捨
て
て

し
ま
う
。
生
ま
れ

た
子

犬
や
子

猫
夕
捨
て

る
と
い

っ

た
亘

」
い
で

、
市
内
に
は
か
な
り

の

犬
や
猫

が
野
放
し
に
な
っ
て
い

ま
す
。

野
放
し
の
犬
に
ヽ
咬
ま
れ
た

り
し
た
ら

大
変
で

凡

ま
た
、
迷

惑
を
受
け
る
入
れ
も
大
勢
い
ま
す
。

動
物
を
飼
う
時
は
、
家
族
の
一

員
と
し
て
、
愛
情
を
も
っ
て
飼
う

よ

う
に
し

ま
し

ょ
う
。

犬

と

猫

の

生

理

床下薬剤散布
自
然
の

ま
ま
に
し
て

お
く
と
、

通
常
雌
犬
は

年
二

回
、
雌
猫
は
二

～
四
回
発
情
し
ま
す

。

両
方
と
も

一
回
の

出
産
で
一
丁

十
頭
の
子
供

を
産
み

粢
瓦

雄
の
場
は
犬
、
猫
と
も
特
定

の

発
情
期
は

な
く
、
雌
の
発
嚮
に

合
わ
せ
て
行
動
し
ま
ず
。

動

物
の
子

供
が
増
え
て

困
る
場

合
に
は

雌
は

避
妊
手

術
。
雄
は
去

勢
手
術
を
お
勧
め
し
ま
す

※
手
術
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
動

物
病
院
に

問
い

合
わ
せ
下

さ
い
。

マ

詳
細
・：
松
戸
保
健
所
食
品
衛

生

課
四
6
1－
2
1
2
1

畚

おもちゃの図書館

開館日が変更

平成元年度国民年金保険料

療 育 相 談平成元年度

前期技能検定

開館日 時　 問

第2 ・4

水曜日

第1 ・3

土曜日

第2 ・4

士膃日

午後1 眄

～４時

－一一

午後 ○時

30分～

３眄30分

：
：
：

･日 時… ４月 旧日（ 木）午 後ｌ ｉ

時 ～ 口=扣O 分 の阯 乏け 付け ｉ

･会 場… 松戸 保 健所　　　　　ｌ

一対 象･･･生後 ５ヵ 月以 上 で． ｉ

股関節 脱臼 検 診未受 診者や ｉ

幣形 外科的 な 心配 のあ る1（

歳未 満の 人　　　　　　　　 ｌ

乳幼児の人は母子手帳を必

ず持 参して 下 さい 。　　　 ｉ

･申 込み …電 話 で松 戸保 健所 ｉ

保 健指 導3MI61-2121 番へ Ｉ

平成元年度上期

危険物取扱者試験

※祝祭日の場介は休館します。

l〉詳細 … 市社 会福 祉 協議 会昔68

0503 番

試験日…６月ｎ 日(Ｈ)

試験会場…日本大学理工学部

(船橋市)

試験科目…甲種・乙種余類、

丙種

受付期間…４月18囗(火)～21

囗(金)

詳細…市消防局内松戸市危険

物安全協会事務局S63-1111

内線207番

卜 定　額 附加込み

月　額 8,000円 8,400円

年　額 96,叩o円 100,800円

前　納

年　額
93,680円 98,360円

前　納

割引額
2,320円 2,440円

４
月
1
0日
に
振
り
込
み
ま
す

遺

児

手

当

４

月

期

分

遺
児
手
当
の

四
月
期
分
（
十
二
　

月
圭

一
百

）
を
支
給
し
ま
す
。

l〉費用…4,800円 口 頭)

r〉注意事項…午前中が雨で中止になった場合は、午後も

中止になります。

※会場の指定はありません。都合のよい会場で受けて下

さい。

E〉詳細‥･生活環境課環境衛生係

手

当
は
、
四

月
十
貝

月
）
以
降

に

受
給
者
の
指
定
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
の
で

確
認
し
て

下
さ
い
。

遺
児
手
当
は
、
両
親

ま
た
は
父

母
の
一
方
と
死
別
し
た

義
務
教
育

終
了

前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る

人
に

支
給
さ

れ
る
も
の
で

す
。

（
現
況
届
届
け
出
者
お
よ
び
新
規

認
定
者
）

支

給

内

容

が

変

わ

っ

た

ら

忘

れ

ず

に

届

け

出

を
受
給
内
容
に
次
の
よ
う

な
変
更

が
生
じ
た
と
き
は
、
必
ず
援
護
課

へ

届
け
出
て
下

さ
い

。

○
受
給
者
ま
た
は
遺
児

が
市
外

へ

転
出
す
る
と
き

０
市
内
で

の
住
所

変
更
や
振
込

先

銀
行
を
変
え
る
と
き

Ｃ
氏
名
を
変

更
し
た
と
き

Ｃ
受
給
者
が
婚
姻
し
た
と
き

マ

詳
細
・：
援
護
課
援
護

係

平
病
元

年
度
の
納
入

通
知
書
を

四
月
一
日
に
発
送
し
ま
し

た
。

今
年
度
の

保
険
料
は
下

表
の
と

お
り
で

す
。

前
納
制
度
を
利
用
す

る
と
、
納

め
忘
れ
が
な
く
保
険
料
の

割
引
む

あ
り
ま
す
。

前
納
で
納
付
す

る
場
合
は

、
四

月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
で

す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

保

険

料

の

納

付

は

口

座

振

替

で

国
民
年
金
保
険
料

届
き
ま
し
た
か
納
入
通
知
書

口
座
振
替
の
手

続
き
は
、
市
内

の
取
引
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
除

く
）
に
預
金

通
帳

・
印
鑑

（
通
帳

印
）
　
・
納
入
通
知
書
（
講
座
振
替

依
頼
書
綴
じ
込
み

）
を
持
参
し
て

、

手
続
き
を
し
て
下

さ
い

。

▽
詳
細
・
・・
国
民
年
金
屎

保
険
料
係

狂犬病予防注射日程

表

犬や猫を捨てないで 責任をもって飼い
ましょう

愛情

生後８～10ヵ月

14日間くうい

年２回くらい

２～10頭

60曰くらい

最初の発情

発情期間

発 情 回 数

出 産 子 数

妊娠期間

雌 犬 雌 猫

期日 散 布 町 会 （自 治会）

4/5 溂 大金平２丁目･ ３丁目･４ 丁目･５丁目･(大金平１ 丁目)

６附|中金杉・殿平賀南

７刪 大谷口 ・殿平賀北

８(土)
－

－
10側

小金 本町

平賀 一東平 賀北

11詢 幸田・大谷口北・（幸田富多葉）

12溂 東平賀・東平賀城町・根木内城山

13木 小金上町・小金中町・小金下町べ小金宮元町）

14忠 小金上 総町・小 金清志町 ・（小 金八坂町 ）

15山 小松園住 宅組合

犒印 久保平賀･小金きよしヶ丘･(きよしヶ丘教職員住宅)

犒火） ニツ 木第1 ・第２

19宗
一　一 一

20附

三ヶ月 一龍房台

萃谷 ・小 金原２丁目

21忠 根木内 ・栗ヶ 沢

22山 新松戸東

24(月) 小金 原３丁目 ・５丁目

25閃 小金 原１ 丁目 ・４丁目

26團 小金原７丁目東・西・（小金原６丁目）

27困 小 金原８丁目 ・９丁目

28白 八ヶ崎新町

・ 雨で中止の場合は全日程終了後になりま４.

E〉詳細 … 生 活環 境 課環 境衛 生係

対　 象

障害児

およ び

健常児

障害児

会場

社
会
福
祉
協
議
会

二
階

第
４
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

･職種 … 園芸 装 飾・ 造 園・機

械 加工 引上 げ ・電 気機 器

組立 て・ 建 設機械 整備 な ど

50種

･受 検 資格･‥所定 の実務 経験

年 数 のあ る 人

･受 付 期間 … ４ 月17(衣 月) ま

で

･詳細…千葉県職業能力開発

|泓会登〔〕472 -24-1610 番
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宮間市長は、定例市議会初日の

３月６日、大要次のような新年度

の施政方針を発表しました。施政方針

激
動
の
時
代
と
言
わ
れ

た
「
昭

和
」
が
終
わ
り

、
「
平
成
」
の

時
代

が
始
ま
っ
て

か
ら
、
早
く
も
二
ヵ

月
が
過
ぎ
ぶ

つ
と
し
て

い
ま

す
。

平
和
を
達
成
す
る
願
い

が
込
め

ら
れ
た
と
い

う
「
平
成
」
の
時
代

が

幕
開
け

し
た
今

、地
球
上
の

す
べ
て

の

国
々
に

あ
ま
ね
く
平
和

が
訪

れ

て
欲
し
い
と
切
に
願
う
も
の
で
す
。

私
は
か

ね
て

か
ら
、
今
日
の
豊

か

な
国
民
生
活
は
平
和
の
恩
恵
に

よ

る
も
の
で

あ
り
、
平
和
を
維
持

す
る
た
め
に

は
多
く
の

人
々
の
平

和
を
守
る
心
が
大
切
で

あ
る
と
訴

え
て
き

ま
し

た
が
、
そ
の
心
を
象

徴
す
る
こ
と

も
必
要
で

あ
る
と
考

え
、
平

和
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設

置
す
る
こ
と
に
し

ま
し

た
。

こ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
、
多
く

の
人

々
の
心
に
平

和
の

大
切
さ
を

訴
え
続
け
て
く
れ

る
こ

と
を
強
く

望
む
も
の
で
す
。

昭
和
六
十
三
年

度
を

も
っ
て

、

第
三
次
総
合
五
か
年
計
画
が
ほ
ぼ

所
期
の
目
標
を
達
成
し
て

終
了
し

、

さ
ら
に

昨
年
、
こ
れ

を
引
き
継

ぐ

第
四

次
総
合
五
か
年
計
画

ｉ
「
松

し
、
そ
こ
に
し

っ
か
り
と
し
た

基

礎
を
築
き
あ
げ
る
よ
う
な
要
素
を

多
く
含
ん
で

い
ま
し
た
。
今

年
度

か

ら
始
ま
る
「
松
戸
わ
が
ま
ち

プ

ラ

ン
」
で

は
、
い
よ
い
よ
そ
の
堅

固
な
礎
の
上

に
、
私
た
ち

が
夢
に

描
い
て

き
た

家
の
建
設
に
着
手

す

る
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

勢
を
展
望
す

る
と
、
昨
年
の
世
界

経
済
は
、
全
体
と
し
て
高
い
水
準

で
成
長
し
、
本
年
も
ま
た
、
堅
調

な
拡
大
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し

、
貿
易
不
均
衡
問
題
、

保
護
主
義
的
傾
向
の
台
頭
、
累
積

債
務
問
題

、
米
国
の
「
財
政
赤

字
」

の

存
在
な
ど
、
世
界
経
済
が
抱
え

て
い
ま

す
。
し
か
し
、
円

高
を

克

服
し
た

民
間
企
業
の
輸
出
圧
力
は

再

び
増
大
し
て

お
り
、
欧
米
の
保

護
主

義
的
動
向
、
消
費
税
導
入
に

よ

る
物
価
へ
の
影

響
な
ど

、
気
掛

か
り
な
点
も
あ
り
ま

す
。

内
外
の
こ
の
よ

う
な
経
済
情
勢

の
下
に

編
成
さ
れ
た
国
の
新
年
度

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の
着
実
な
達
成
を
目
指
し
て

戸
わ

が
ま
ち
プ
ラ
ン
」
－

を
市
民

の

皆
様
の

ご
協
力
に

よ
り
策
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

例
え
て
み

ま
す
と

、第
三
次
総

合

五
か

年
計
画
ま
で

は
、
丈
夫
で
美

し
く

快
適
な
家
を
建
て

る
た
め
に
、

一
つ
ひ

と
つ
丹
念
に
敷
地
を
な
ら

市
民
の
皆
様
の
参

加
に
よ
り

策

定
し

た
第
四

次
総
合
五
か
年
計
画

を

着
実
に

達
成
し
て

い
く
こ
と
は
、

私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
あ
り
、

新
た
な
情
熱
を

感
ぜ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ

ん
。

本
市
を
取
り
巻
く
内
外
の
諸
情

健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち

高
齢
者

・
障
害
者
福

祉
＝・
特
別

養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
市
内

建
設
の

促
進
を
図

る
と
と
も
に

、
市
外
施

設
へ
の
入
所
枠
の
確
保
を

図
り
ま

す
。在

宅
の
痴
呆
性
老
人
の

一
時
的

な
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
へ
の
入

所
期
間
を
従
来
の

一
週
間
か
ら

一

ヵ
月
を
限
度
と
し
て
延
長
で

き
る

ぶ

フ
に
し
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
の
痴
呆
性
老
人

・

ね
た
き
り
老
人
と
そ
の
介
護

者
を

対
象
と
し
て

、
特
別
養
護
老
人

ホ

ー
ム
に

短
期
滞
在
し
、
生
活
訓
練

を
受
け

な
が
ら
介
護
技
術
な
ど

を

習
得
す
る
事
業
を
新
た
に
行
い
ま

す
。聴

覚
障
害
者
の
た
め
に
相
談

、

援
助
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
手

話
通
訳
者
を
庁
内
に
配
置
し
、
要

望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
手
話
通

訳
者
を
派
遣
で
き

る
ぶ

つ
に
し
ま

す
。身

体
の
不
自
由
な
人
の

た
め

、公

共
施
設
に

身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

も
引
き

続
き

常
盤
平
・
馬
橋
市
民

市
民
福
祉
都
市
を
目
指
し
て

セ
ン
タ
ー
と
近
隣
公
園
四
ヵ
所
に

設
置
し
ま
す
。

市
内
お
よ
び
県
内
の
身
体
障

害

者
・
心
身
障
害
者
を
対
象
と
す

る

施

設
へ
の
助
成
の
充
実
を

行
い

、

入

所
人
員
の
増
、
入
所
枠
の

確
保

に
努
め
ま
す
。

各
種
福
祉
施

策
・・
・
福
祉

タ
ク
シ

ー
利
用
券
の
交
付
枚
数
の

拡
大
、

ね
た
き
り
老
人
の

対
象
の

追
加

、

難
病
者
援
護
金
の

対
象
と
な
る
病

種
の
追
加
、

ね
た
き
り
老
人
お
よ

び
ね

た
き
り
身
体
障
害
者
の
福
祉

手
当
の

増
額
、
母
子

家
庭
・
父
子

家

庭
の

非

課
税

世

帯
の

医

療
に

か

か
お

る

費
用

の

全
額

助

成

、

母
子
家
庭

・
生
活

保
護
家
庭
へ

の

助
成
の
充
実
な
ど

を
図
る
ほ
か
、

民
生
委
員

、
母
子

福
祉
推
進
員
、

健
康
推

進
員
の
増

員
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
き
め

細
か
な
福
祉
活
動

を
実
践
し

ま
す

。

児
童
福

祉
・
と

ど
も
の
遊
び
場

を
三
ヵ

所
新

設
す

る
ほ
か
、
幸
谷

地
区
の
こ
ど

も
の

森
の
整
備
を
行

い
ま
す

。

保
育
行
政
＝
・
保
育
園
運
営
の

安

緑
あ
ふ
れ
る
こ
こ
ち
よ
い
ま
い

二
十

一
世
紀
の
森
と

広
場
・
・・
本

市
の

シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
「
二
十
一
世

紀
の

森
と
広
場
」
は

、

三
年
以

内

の
完
成
を
目
指
し
、
最
大
限
の
努

力
を
し

ま
す
。

河

川
浄
化
対
策
・
・・
「
ふ
る
さ
と

の
川
モ

デ
ル
河
川
」
の
指
定
を
受

け

た
坂
川
の
清
流
復
活

事
業
と
し

て

、
水
質
浄
化
施
設
の
整
備
、
坂

川
下
流
部
か
ら
の
湧
水
の
導
水
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
新
松
戸

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
旧
施
設
の
活
用

な
ど

坂
川
水
系
上
流
部
の

水
質
浄
化

対

策
を

進
め
ま
す

。

都
市
公
園
・・
・
歴

史
と
緑
を
保
存

す
る
戸
定

ヶ
丘
は
「
歴
史
公
園
」
と

し
て
、
市
内
唯

一
の

自
然
池
で

あ

る
「
ま
こ
も
池
」
は

親
水
公
園
と
し

て
、
平
成
二

年
度
末
の
完
成
を
目

指
し
て
本
格
的

な
整
備
を
行
う
ほ

か
、「
歴

史
公

園
」
内
の
資
料
館
に

つ
い
て
も
構

想
を
煮
詰
め
、
今
年

度
中
に

建
設
に

と
り
か
か
り
ま
す

ま

た
、
児

童
公
園
を
開
設
し
、

江
戸
川
左
岸
河
川
敷
古
ヶ
崎
地
区

の
野
球

場
の

整
備
を
行
う
と
と
も

に

、
既

設
公

園
内
ト
イ
レ
の
水
洗

化
を
図

る
な
ど
の
全
般
的
な
維
持

補
修
も
行
い

ま
す
。

緑

化
事
業
三

仮
称

）
肓

〕
ま
つ

｢電子計算機により処理する個人情報処理」の公表

市では、市民の個人情報を保護するため､「電子計算機処理に係る個人

情報の保護に関する条例」を平成元年４月１日から施行しています。

この条例では、電子計算機処理によりどのような個人情報が記録され、

どのように利用されているか、その状況を公表することを定めています

ので、お知らせします。

新
緑
快
適
都
市
を
目
指
し
て

ど
緑
と
水
辺
の
基
金
を
創

設
し

、

市
民
ぐ
る
み

の

各
種
緑
化
推
進

・

河
川

愛
護

事
業
を
支
援
し

ま
す
。

水
道
事

業
Ｅ

将
来
の
需
要
に
対

処
す
る
た
め

第
五

次
拡
張

事
業
を

進
め

る
ほ
か

、
震
災
な
ど
の

緊
急

時
に

備
え
て

常
盤
平
地
区

に
耐
震

型

飲
料
用

貯
水
槽
を
設
置
し
ま
す
。

下

水
道
事
業
Ｅ

生
活
環
境
の
改

善
を
目
指
し
て

供
用
開
始
地
区
の

拡
大
を
図

り
ま
す
。

新
年
度
は

、
北
小
金
処
理
区
の

流
域
下

水
道
の

編
入
、
ハ

グ
崎
中

央
地
区
の

供
用
開
始
お
よ
び
六
高

台
地
区
の

分
流
化
の
見
通
し
か
確

実
に
す
る
と
と
も
に
幹
線
、
枝
線

な
ど
の
面
的
整
備
を
進
め
て

、
普

及
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

清
掃
事
業
関
係
…
引
き
続
座
（

和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改
築
に
向

け
て

の
準
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
系
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
役
立
つ
生
ゴ
ミ
自
己
処
理
器
の

設
置
補
助
制
度
を
ス

タ
ー
ト

さ
せ

ま
す
。

公
害
の
防
止

ご
公

害
事
象

を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
監
視

、
指

導
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に

、

発
生
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
原

因

を
究
明
し
、
速
や
か
に
対
策

を
講

じ

ま
す
。

白
井

聖
地
公
園
事
業
・
＝
市
民
の

皆
さ
ま
に

ご
好
評
を
い
た

だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、

さ
ら
に

事
業
を

定
の
た
め
の
援

助
を
実
施
し

、
延

長
保
育
に
か
か

る
保
護
者
負
担
を

全
廃
し
ま
す
。

ま
た
、
市
立
保

育
所
の

三
歳
以

上
児
で
完
全
給
食

を
行
う
ほ
か
、

延
長
保
育
の
拡
大
に

も
努
め

ま
す
。

松
戸
市
地
域
保
健

医
療

計
甲

・

策
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
き
、
今

年
度
か
ら
具
体
的

な
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

成
人

・
老
人

保
健
＝
・
今
年
度
か

ら
、
六
十
五
歳
以
上

の
ね
た
き
り

老
人
を
対
象
に

、
在
宅
歯
科
診
療

を
行
い
ま
す
。

成
人
病
予
防
の

た
め

の
基
本
健

康
診
査
に
つ
い
て

、
診
査
後
の
指

導
効
果
夕
確

実
に

す
る
た
め

、
一

定
期
間
後
の
再
検
査

・
相
談
を
行

い
ま
す
。

母

子
保
健
・
・
・
従
来
の
麻
し

ん
単

独
接
種
に
か
え
て

、
今
年
度
か
ら

、

麻
し
ん
、
風
し
ん

、
お
た
ふ

く
か

ぜ
に
効
果
の
あ

る
新
三
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し

ま
す
。
す
で

に

麻
し
ん
の
予
防
接

種
を
終
え
て

い

る
幼
児
に
は
、

市
負
担
で

お
た
ふ

く
か

ぜ
の
予
防
接

種
を
実
施
し

ま

す
。国

保

松
戸
市
豆
病

院
・
＝
別

館
の

新
設
に
伴
い
、
医
療

機
器

な
ど
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
館
・

新
館

を
改
修
し
て

市
民
サ
ー
ビ
ス

押
し

進
め
て

、
早
期
完
成
に
努
め

ま
す
。

る
不

安
材
料
は
依
然
と
し
て

解
消

さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

一
方

、
国
内
で

は
内
需
が
好
調

に

推
移
し

、
政
府
は
新
年
度
の
実

質

経
済

成
長

率
を
四
・
〇
％

と
見

込
ん
で
お

り
、
内
需
中
心
の

経
済

成
長

が
さ
ら
に

続
い
て
い

く
と
し

と
医
療
機
能
の

向
上
に

努
め

ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民

の
命
を

守
る
救

急
医
療
体
制
を
充

実
さ
せ

る
た
め

に
救
急
部
を
新

設
卜
ぎ
手

。

休
日

・
夜
間
救

急
医
療
体
制
・
こ

急
病
患
者
の
多
く
を
占
め

る
乳
幼

児
の
た
め
、
医
師
会
の
協
力
を

得

て

、
内
科
系
待
機

病
院
で

必
ず
小

児
医

療
に

対
応
で

き
る
ぶ

つ
努
め

、

歯
科
医
療
で

は
、
休
日
診
療
の
時

間
帯
を
要
望
の
多
い
夜
間
に
移
し

、

土

曜
日
の
夜
間
を
新
設
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
・
・・
医
療
技

術
の
高
度
化
と
老
人
医
療
の
伸

び

に

伴
い
、
保
険
給
付
費
の
増
大
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
一
般
会
計
か

ら

の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
保

険
料
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
ら
な

い
よ

う
に

配
慮
し
ま
し
た
。

予
算
案
は

、
一
般
会
計
総
額

が
六
・

六
％

増
と
八

年
ぶ
り
に
高
い
伸

び

を
示

す
一
方
、
赤
字
国
債
を
前
年

度
の

半
分
以
下
に

抑
え
て

い
ま
す
。

ま
た

、
財
政
投

融
資
計
画
も
前

年
度
比
九

・
〇
％
の

伸
び
と
な
っ

て
お
り
、
一
般
会

計
予
算
と
と
も

に

内
需
の
安
定
拡
大
を
図
る
景
気

中
立
型
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て

、
地
方
財
政
運
営
の
指

針
と

な
る
地
方
財
政
計
画
で
は
、

昭

和
五

十
四

年
度
以
来
の
高
い
伸

び
を
示
し

、
国
と
同
様
に
財
政
事

情
の

好
転
を
反

映
さ
せ
て
い

ま
す
。

し
か
し

、
昭
和
六
十
年
度
以
来

続
い
て
い

る
補
助
金
削
減
の

問
題

は

、
生
活

保
護
費
な
ど
一
部
が
復

元

さ
れ

た
に
と

ど
ま
り
、
四

十
年

ぶ
り
に

行
わ

れ
た
税
制
改
革
に
よ

り
消
費

税
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

消
費

税
の
公

共
料
金
な
ど
へ

の

上
乗
せ
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
検

討
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
の
で

、

市
長
の

裁
量

権
の

及
ぶ
も
の

は
、

上
乗
せ

を
見
送

り
ま
し

た
。

本
市
の
平
成
元

年
度
予
算
案
は
、

こ

れ
ら

の
諸
情
勢
を
十
分
に
踏

ま

え
つ
つ

、
第
一
に
、
第
四
次
総

合

五
か

年
計
画
－

「
松
戸
わ

が
ま
ち

プ
ラ
ン
」
－
を
確
実
に
達
成
し
て

い

く
た
め
の
予

算
を

重
点
的
に
配

分
す
る
こ
と

。
第
二
に

、
税
制
改

革
に
伴
ラ
影
響

が
、市
民

、
特
に

社

会
的
弱

者
に

及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ

う
に

極
力
配

慮
す
る
こ

と
。
第
三

に

、
従

来
に

引
き
続
き
社
会
資
本

の
整
備
に

着
実
に

取
り
組
む
こ
と
。

第
四
に

、
次
年
度
以
降
の
計
画
実

行
に
万

全
を
期
す
た
め
、
健
全
財

政
の
維
持
に

十
分
に
配

慮
す

る
こ

と
。
以
上
の

基
本
方
針
に
基
づ
き

編
成
に
当

た
り

ま
し

た
。

次
に

、
施

策
の

概
要

に
つ

い
て

順
次
説
明
し

ま
す
。

心
豊
か
な
う
る
お
い
を
感
じ
る
ま
ち

学
校
教
育
・
＝
引
き

続
き
小
学
校

の
金
管

バ
ン

ド
、
中

学
校
の

ブ
ラ

ス
バ
ン

ド
の
整
備
に

努
め

、
一
〇

〇
％

充
足
を
目
指
し
ま

す
。

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の

理
解
壑
深
め
、
機
器
に
慣
れ
親
し
ま

せ

る
こ
と

を
目
的
と
し
て

す

べ
て

の
小
・
中
学
校
に

各
一
台
の

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー
を
設
置
し

ま
す
。

小
・
中
学
校
の
施
設
整

備
に

努

め
、
引
き
続
き
大
規

模
改
造
工

事
、

外
壁

改
修
工

事
な
ど
を
行
い
ま
す

。

ま
た
、
言
語
お
よ
び
難
聴
の
特
殊

学
級
に
冷
房

設
備
を
設
置
し
て
学

習
環
境
の

向
上

を
図
り
ま
す
。

小

金
北

中
学
校
の

新
設
に

伴
い

、

市
民
文
化
都
市
を
目
指
し
て

校
舎
、
体
育
館
、

プ
ー
ル
な
ど
の

建
設
を
行
い
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
ニ
ー保
護
者
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
よ
り
一
層
の

助
成
を
行
い

ま
す
。

社
会
教
育
・・
・
青
少
年
の
活
動
の

場
を
広
げ
る
た
め
、
青
少
年
の
活
動
の

口
分
館
の
新
築
整
備
を
行
い
圭

ダ
。

新
設
さ
れ
た
松
戸
駅
市
民

ギ
ャ

ラ

リ
ー
な
ど
、
市
民
の
文
化

活
動

促
進
の
助
成
を
図
り
ま
す

。

図
書
館
・
・
本
館
と
三
つ
の
大
型

分
館
に

続
き

、
七

分
館
に
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を

進
め
ま
す

。

文

化
施
設
等
＝
・
文
化
会
館

・
郷

活
力
に
満
ち
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

松
戸
駅

周
辺
整
備
・・
・
都
市
整
備

基

本
構

想
の
策
定
に

あ
わ
せ
て

、

地
元
の
皆

さ
ん
と
研
究
を
進
め
、

商

業
地
域
活

性
化

推
進
事
業
を
支

援
し
ま
す

。

地
域
商
店

街
の
振
興
・
こ
街
路
灯
、

ア

ー
チ
、
駐

車
場
な
ど
の
共

同
施

設
整
備
に

対
し
て

積
極
的

な
援
助

を
行
い
ま
す

。

農

業
・
工

業
の
振
興
Ｅ

工
業
に

つ
い
て
は

、
振
興
の
方
向
を
検
討

を
す
る
た
め

の
実
態
調
査
を
行
う

ほ
か

、
異
業
種
間
融
合
化

事
業
を

推
進
し

ま
す
。

農
業
は

、
観
光
農
業
を
推
進
し

、

安
心
で
く
ら
し
や
す
い
ま
ち自
立
安
全
都
市
を
目
指
し
て

市
街
地
の

整
備
・
＝
松
戸
駅
周
辺

地
区
に
つ
い
て
は

、
都
市
整
備
基

本
構
想
策

定
に

向
け
て

、
調
査
・
検

討
を
進
め

な
が
ら

具
体
化
へ
の

努

力
を
し
ま

す
。
北

小
金
駅
南
口
地

区
に
つ
い
て
は

、
事
業
認
可
を
得

て
、
実
施
設
計
、
権
利
変
換
計
画

の
策
定
な

ど
を

進
め

、
事
業
に

着

手
し
ま
す

。
他
の

地
域
に
つ
い
て

は
、
地
元
の

意
向
か
確

認
・
調
整

の
上

、
適
正

な
手
法
を
見
い
出
し

て

い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

新
市
街

地
の

整
備
・：
北
総
開
発

鉄
道
の

開
通
が
間
近
な
こ

と
か
ら

、

将
来
の
都
市

基
盤
形

成
に

備
え
、

（
仮
称
）
矢
切
・
栗
山
駅

前
広
場
の

用
地
を
取

得
し
ま

す
。

ま
た

、
新
駅
設
置
に

伴
う
土
地

区
画
整
理

事
業
に

つ
い
て
は
、
紙

敷

、
秋
山

、
関
台
の
各
地
区
に
お

い
て

、
事
業
が
開
始
さ
れ
、
ま
た

は
事
業
認
可
が
得
ら
れ
る
見
込
み

な
ど
着
実
に
進
ん
で
い

ま
す
。

都
市
計
画
道

路
・・・
三
・
三
・
七

号

線
の
八

ヶ
崎

・
常
盤
平
陣

屋
前

間
の
平
成
二
年
度

開
通
の
見

通
し

が
確
実
に
な
り
ま
し

た
の
で

、
新

た
に
河
原
塚
地
先
に
つ
い
て

も
事

業
認
可
を
得
て
、
用
地
の
確
保
を

し

ま
す
。
三

・
三

・
六

号
線
の
中

和
倉
・
千
駄
堀
間
に
つ
い
て
は
、

公
共

事
業
の

認
可

を
と
り
つ

け
て

用
地

買
収
に
着

手
し

、
三
・
四
・

二
〇

号
線
の
串

崎
新
田

地
先
、
三

・
五

・
三
〇

号
線
の
松
戸
新
田
地

先
に
つ
い
て
も

、
さ
ら
に
用
地
の

買
収
に

努
め
て

拡
幅
を
促
進
し
ま

す

。県
道
の
整
備
・
・
五
香
立
体
交
差

に
つ
い
て
は

早
期
完
成
を
、
県
道

松
戸

・
野
田

線
に
つ

い
て

は
さ
ら

な
る
整
備
促
進
を
、
引
き
続
き
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す

。

混
雑
緩
和
対
策
・
＝
地
下
鉄
十

一

号
線
の
松
戸
延
伸
に
つ
い
て
は

、

昨
年
の
署
名
運
動
の
結
果

、
事
業

主
体
は
帝
都
高
速
度
交

通
営
団
で

あ
る
と
さ
れ

、
早
期
実
現
に

向
け

て

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で

、
引
き

続
き

広
範
な
要
請
活

動
を

行
い

ま
す
。

治
水
対
策
＝
・
国
分
川
分

水
路
に

つ
い
て

は
工

事
が
順
調
に

進
ん
で

い
ま
す
の
で

、
下
流

部
分
の

改
修

工
事
に
と
り
か
か

っ
て
い

ま
す
。

柳
原

樋
門
は
、
今
年
度
内
の
完
成

を
目

途
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、

樋
野
口
排
水
機
場
に
つ
い
て

は
、

樋
門
の
設
置
と
排
水
機

場
の

能
力

増
強
に
関
す
る
整
備
計
画
が

具
体

化
さ
れ
、
近
年

中
に
工

事
着

手
さ
れ
る

見
通
し
で

す
。
馬

橋
駅

以
北
の

新

坂
川
に
つ
い
て
は

、
計

活
力
生
活
都
市
を
目
指
し
て

市
内
の
特
産
品
を
ふ

る
さ
と

産
品

と
し
て
育
成
し
ま
す

。
ま
た
、
生

産
性
向
上
を
図

る
た
め

、
新
技
術

を
活

用
し
た
施
設
や
生

産
基
盤
の

整
備

を
進
め
ま
す
。

消
費
者
・
雇
用
対
策
＝
・
市
場
活

性
化

の
た
め
引
き
続
き
積

極
的
な

助
成
を
行
う
ほ
か
、
公

設
地
方
卸

売
市
場
の
施
設
整
備
を
行
い

ま
す

。

身
体
障
害
者
の
雇
用
促
進
と

安

定
化

を
図
る
た
め
の
奨
励
制

度
を

新
設
す
る
ほ
か
、

パ
ー
ト

タ
イ
ム

労
働
者
の
雇
用
の
促
進
と

安
定
も

図
り
ま
す
。

画
区

間
を

延
長
し
て

改
修
整
備
す

る
ぶ

つ
県
に
要
請
し

圭

Ｅ
］。
上

富

士
川
は
、

昨
年
度
に
引

き
続
き
本

格
的
な
改

修
整

備
を
行
い

ま
す
。

排

水
路
整
備
・
雨
水
貯
留
施
設

整
備

事
業
・・
小

金
清
志
町

、
高
木

小
周

辺
、
松
飛
台
、
南
花
島

、
和

名
ヶ

谷
、
栄
町
、
馬
橋

地
区

な
ど

で

積

極
的
に
排
水
路
の
整
備
を
行

う
と

と
も
に
、
五
香
一
文
字
、
常

盤
平

地
区

、
牧

野
原
中
学
校
、
大

橋
小
学
校

な
ど
四
ヵ

所
の
整
備
を

予
定
し
て
い

ま
す
。

消
防

・
防
災
対
策
＝
・
複

雑
多
岐

化

す
る
都
市
災
害
に
お
け

る
人

命

救
助
体
制
を
強
化
充
実
す

る
た
め

、

耐
震
性
貯
水
槽
・
防
火

水
槽
の

新

設
、
学
校

プ
ー
ル
吸

水
装
置
の

設

置
な
ど
に
よ
る
消
防
水
利
の
確

保

や

消
防
車
両
、
消
防
資
機
材
の
整

備
を
進
め
、
さ
ら
に

地
域
消
防
の

要
で

あ

る
消
防
団
の

運
営
が
良
妊

に
行
え

る
よ
う
配
慮
し

ま
し

た
。

ま
た
、
馬
橋
駅
西
口
に
防
災
倉

庫
を
設
け

る
ほ
か
、
災

害
対
策
用

市
民
の

皆
さ
ん

と
の

関
係
を
よ

り
密
接
に
す
る
た
め

、
市
政
や
窓

口
事
務
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
市
民
手
帳
を
全
戸
に
配
布

し
ま

す
。

婦
人
問
題
の
啓
発
・
普
及
を
充

実
・
強
化
し
、
松
戸
市
婦
人
行
動

計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

高
度
・

多
様
化
す
る
市
民
サ

ー

ビ
ス
や

行
政
施
策
に
対
応
す
る
た

め

、企
画

財

政

部
か
ら
企
画
部
を

独
立
さ
せ
て
総
合
調
整
機
能
を
充

実
し

ま
す
。

国
・
県
の
土
曜
閉
庁
実
施
に
伴

土
博
物
館
は

、
基
本
構
想
が
ま
と

ま
り
次
第

基
本
設
計
・
実
施

設
計

に
入
り
ま
す

。

美
術
館
は

、
実
現
に

向
け
て

美

術
館
設

立
懇

談
会
を
設
置
し

ま
す
。

ま
た
、
こ

れ
ら

の
施
設
の
建
設
予

定
地
の
地

質
調
査
を
行
い
ま
す
。

音
楽

ホ
ー
ル
は

、
民

間
活

力
を

導
入
し
具
体
化
に

努
め

ま
す
。

ス

ポ
ー
ツ

振
興
・
・・
運
動
公

園
陸

上
競
技
場
の
全
天
候
型
グ
ラ
ウ
ン

ド
化

と
運
動
公
園
野
球
場
の
硬

式

野

球
場
化
の
可

能
性
の
検
討
を
行

い
ま
す
。

韓
国
の
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
を
招
待
し
て

本
市
チ

ー
ム
と

の

親
善
大
会
を
開
催
し
、
国

際
親
善

交
流
に
努
め
ま
す
。

合
に
と
も
な
ラ

施
設
利
用
に

つ
い

て

は
、
市
立
病

院
の
附

属
病
院
と

し
て

活
用
で
き

る
ぶ

つ
具
体
化
に

努
め
ま
す
。

昭
和
五
十
二

年
の

松
戸

市
長

期

構
想
策
定
以
来
、
共

通
の
目

的
の

達
成
を
目
指
し
て

市
民
の
皆

さ
ん

と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
道
の

り
は
、

決
し
て
平
担
な
道

ば
か
り
で
は

あ

り
ま
せ
ん
で

し
た

が
、
理
想
の

ま

ち
「
ま
つ

ど
」
が
着
々
と
現
生
に

近

づ
い
て
く
る
こ
と
を
実
感
す

る
と

き
、
新
た
な
勇
気
が
湧
い
て
き
ま

す
。

新
五
か
年
計
画
の

達
成
を
目
指
し
て

い

、
市
も
土
曜
閉
庁
を
行
い
毒
了

が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
か
低
下
さ
せ

な
い
ぷ
つ
、
市
立
病
院
、
消
防
局
、

水
道
企

業
グ

リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な

ど
の
施
設
・
機

関
は

除
く
と

と

も

に
、
休
日
の
公
共
施
設
利
用

需

要

に
こ
た
え

る
た
め

、
市
民
セ
ン

タ

ー
な
ど
の
通

年
開
館
を

行
い

ま
す
。

千
葉
県
旅

券
事
務

所
東
葛
飾
分

室
が
事
務
所
に
昇
格
し

、
利
用

が

一
層
と
便
利

に
な
り
ま
す
。

国
立
療
養
所
松
戸
病
院
の
統
廃

資
機
材
を
格
納
す
る
簡
易
備
蓄
倉

應
の

計
画

的
な
配

置
を
図
り
ま
す
。

道
路
交

通
環
境
の
整
備
・
＝
市
民

が
安
心
で

き
る
道
路
環
境
を
つ

く

る
た
め
、
歩
道
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
、

道
路
照
明
な
ど
の
施
設
に
力
夕
注

ぐ
と
と
も
に

、
防
犯
灯
の

設
置
、

維
持
管
理
に
も
配
慮
し
ま
す
。

松
戸
市
は

、
や

が
て

市
制
施
行

五
十
周
年
か
迎

え

る
こ
と
に

な
り

ま
す
が
、
新
五
か
年
計
画

を
全
う

し
、
輝
か
し
い

節
目
の
年
を
、
全
市

民
あ
げ
て
祝
う
こ
と

が
で

き
れ
ば

幸
い
で
す
。

私
は
そ
の
た
め
に
も

、
全
職
員

と
も
ど
も
、

な
お
一
層
の

創
意
工

夫
と
努
力
を
積
み

重
ね
て

、
市
民

の
皆
さ
ん
の

ご
期
待
に
こ

た
え
た

い
と
思
い
ま
す

。

▽
詳
細
…
企
画

課

ま
た

、
新
松
戸
駅
西
口
と
北
小

金
駅

南
口
に

自
転
車
駐
車
場
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、
市
内
全
駅
周

辺
に

放
置
防
止
指
導
パ
ト
ロ

ー
ル

員
を
巡
回
さ
せ
、
駅
周
辺
に
お
け

る
放
置
自
転
車
を
な
く
す
ふ

つ
に

努
め

ま
す
。

機 関 名 事 務 名 主 な 収 集 項 目 対 象 者

市　　 長

市県民税賦課収納 氏名､住所､収入､控除､課税標準額､税額､口座

納税義務者固定資産税賦課収納
（償却資産も含む ）

氏名､住所､地番､地積､地目､評価額､建築年、課税標準
額､税額､口座

軽自動車税賦課収納 氏名､住所､標識番号､車種､税額､口座

住 民 基 本 台 帳 氏名､住所､性別､生年月日､続柄､世帯主､本籍､筆頭者
住民

印 鑑 登 録 氏名､住所､性別､登録年月日､印影

外 国 人 登 録 氏名､住所､性別､生年月日､続柄
外国人

外国人印鑑登録 氏名､住所､性別､登録年月日､印影

報償費 等 支払い 氏名､住所､医療機関名､報償費､所得税､口座 受託者

予 防 接 種．氏名､住所､世帯主

住民
健 康 診 断(幼児) 氏名､住所､世帯主

健　 康　 診　 断
(老人保健法による)

氏名､住所､検査項目

地 域 健 康 診 断 氏名､住所

し 尿 賦 課 収 納 氏名､住所､汲取り料､料金額､口座 納入義務者

畜 犬 登 録 氏名､住所､犬の種類､予防接種回数､鑑札番号 飼い主

老 人 医 療 氏名､住所､性別､生年月日､続柄､受給者番号､診療報酬
額､得喪年月日､保険資格

受給者

児童手当 氏名､住所､事由､給付額､口座

児 童 扶 養 手 当 氏名､住所､事由

奨学 ・修 学資 金
貸 付

氏名､住所､学校

福祉関係各種給付 氏名､住所､施設､給付額､口座

福祉 施設 等入 所
及 び 賦 課 収 納

氏名､住所､施設､措置費､口座
納入者

国民年金賦課収納 氏名､住所､記号番号､資格､得喪年月日､保険料､口座

国民健康保険賦課収納 氏名､住所､記号番号､資格､得喪年月日､保険料(税)、
診療報酬額､口座

納入者
受給者

児 童 措 置 関 係
及 び 賦 課 収 納

氏名､住所､児童氏名､階層､所得関係､保育料､口座 保育入所児

下 水 道 負 担 金
賦 課 収 納

氏名､住所､負担金､土地､口座 納入者

下 水 道 使 用 料 氏名､住所､使用料､口座 使用者

財務会計債権者管理 氏名､住所､口座 債権者

作 業 相 談 氏名､住所､作業内容 相談者

水 田 農 業 対 策 氏名､住所､口座 水田所有者

震 業 振 興 貸 付 氏名､住所､貸付額 資金貸付者

夜間救急病院患者受入 氏名､住所.年齢､性別､病院名 患者

在 宅 療 養 者 氏名､住所､年齢､性別､病院名 在宅療養者

戸 籍 索 引 管 理 筆頭者､構成員､除籍年､本籍 本籍人

老人 グラ フ関 係 会長名､婦人部長名､住所､老人クラブ名.会員数 会員

松戸 市 遺児手 当 氏名､住所､認定年月日､口座､死亡者､続柄､生年目日 受給者

民 生 委 員 氏名､住所､口座 民生委員

給 食 納 入 業 者 氏名､住所､業種､保育所名 債権者

市 営 住 宅
賦 課 収 納

氏名､住所､生年月日､職業､家族､家賃､所得関係、収納
状況

使用者

計 画法53 条 関係 氏名､建築地､用途､階数､構造､建築面積､延床面積、地
域地区､都市計画法53条抵触状況 申請者

区 画整 理地 権者 氏名、住所､地目､地積 地権者

水 道 部
上下水道料金計算 氏名､住所､料金額､口座 使用者

財務会計債権者管理 氏名丿主所､口座 債権者

病 院 医 療 事 務 管 理 氏名､住所､性別､生年月日､診療報酬額､保険区分 受診者

消 防 局
火 災 統 計 住所､職業､責任者氏名､年月日､出火場所､火災種別､覚

知方法､気象状況 詣
救 急 統 計 住所､場所､医療機関名 搬送者

教育委員会

学　 校　 統　 計 氏名､住所､性別､生年月日､世帯主 小中

学生

対象

者

入 学 通 知 氏名､住所､性別､生年月日､世帯主 新
入学

対象予定者

就学時健康診断通知 氏名､住所､性別､生年月日､世帯主 新入

学児

童生

徒

成 人 式 通 知 氏名､住所､性別､生年月日､世帯主 成人

式対

象者

図 書利 用カ ード 氏名､住所､性別､生年月日､勤務先 利用者

団 体 名 簿 管 理 氏名､住所､利用施設､団体名､会員数 団体加入者

選　　 挙
管理委員会 選　 挙　 関　 係 氏名､住所､性別､生年月日､選挙資格 選挙有

資格者
農業委員会 農 地 基 本 台 帳 氏名､住所､性別､生年月日､選挙資格､土地 農家

【〉詳 細… 事務 管 理課

計

量

器

定

期

検

査

商
売
・
証
明
用
は
必
ず
受
検
を

家
庭
用
は
か
り
無
料
検
査
も
同
時
実
施

商

売
・
証
明
用
に
は

か
り
を
使

用

し
て
い

る
人
は

、
必
ず
検
査
を
受

け
て
下

さ
い

。

合
格
し

た
ば
か

り
に
は
、
定
期

検
査
合
格

シ
ー
ル

を
張

り
ま
す
。

▽
持
参

す
る
も
の
・・
・
ば
か
り
、
申

請

書
、
手
数
料

家
庭
用
は
か
り
（
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ケ
ー
ル

な

ど

）
も

無
料
で

検
査

し
ま
す
の

で

、
希
望

の
人
は

、
ば
か
り
を

持
参
し
て
下

さ
い

。

マ
詳
細
＝
・
消
費
生

活
課
計
量
係

市
　
　

役
　
　

所

常
盤
平
第
三
小
学
校

常
盤
平
第
一
小
学
校

稔
台
小
学
校

松

ヶ

丘

小

学

校

上

本

郷

小

学

校

中

部

小

学

校

矢

切

支

所

総

合

福

祉

会

館

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

青

少

年

会

館

小

金

支

所

小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

小

金

原

体

育

館

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

五
香
市
民
セ
ン

タ
ー

馬

橋

支

所

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

会

場

２８

回 開 呂品 ３
内

％
圉

‰
関

閔 諮 ％
㈲

渭 瑟 閔 詰 ％
関
爬 開 ％

㈲
期
　

日渭
／

爬
／ ／ ／

詰
／／ ７

削
畆

／ ／
箔

／
槊 頡 箔

使
用
料
の
徴
収
事
務
を
委
託
し
ま
し
た

マ
委
託
内
容
Ｅ
松
戸

市
民
セ
ン
タ

ー
使
用

料
徴
収

事
務

マ
受
託
者
・
・
松

尸
市
根
本
三
八
七

－

五
（
財
）
松
戸
市
施
設
管
理
公

社
理
事
長

佐
藤
實

▽
委
託
期
間
Ｅ
平

成
元

年
四

月
二

日
～

同
二

年
三

月
三

十
一
日

｢肥満解消の生活ガイド｣スリムコース募集ハイテク東京'89

(北関東工業展) 出品募集

国保松戸市立病院

パート事務員募集

マ
委
託
セ
ン

タ
ー

名
・
＝
常
盤

平
、

竺

Ｊ
、
東
部
示

金
原

、
馬

橋
、

古

ヶ
崎
、
五
香

、
小

金
、
明
、

六
実
、
新
松
戸

、
馬

橋
東
、
小

金
北
、
松
飛
台

、
二

十
世
紀
が

丘
、
八
柱

マ
詳
細
・
＝
地
域
振

興
課

E〉会 場… 健康 増進 セン ター

E〉費用 … 調理 実習 ＝ 材料 費400 円( １ 回) 、運

動 実 技＝ 屋内 指導 室使 用料300 円(1 回)

【〉定員 …40 人

【〉対 象… 市 内在 住 ・在 勤の 人で健 康増 進セ ン

ター の医 学検査 を１年以 内 に受 診し た 人

※検査 を受 け て い ない 人や 検 査 後１年以 上 経

過し てい る 人は 、検査 を受 けて 下さ い。

その 結果 によ って は 、すべ ての 運動 に 参加

で きない場 合が あ り ます。

【〉申 込み …4 月 ６日(木) 午 前 ９時 か ら直接 また

は電 話 で健康 増 進セ ン ター容65 －5588 番へ

※水曜 日の 午後 は休 館 です。

内容 テ　 ー　 マ 方法 講師

肥満の
メカ
ニズム

・なぜ太るのが？

・太らない食べ方のポイント
講 話

保健婦
栄養士

食 事

・私の適量
・組み合わせのいろいろ
・私の一食分 再チェック

調 理
実 習

栄養士

運 動

・効果的な歩行法、ハイキング

・ライトエアロビクス（毎週月曜
日の午後）

・その他、各自の体力に応じた各
種トレーニングから選択実施

（週３回の運動を目標に）

実 技
運 動
指導員

特別養護老人ホーム　　 ‘。

短期入所の利用　　　　1

65歳以上のねたきり・痴呆性 ｉ

老人と生計をともにする介護者 ｌ

が、何らかの理由でお年寄りの ｜

介護ができない場合、市で委託 ｉ

した特別養護老人ホームで一時 ｜

的にお年寄りを預かります。　 I

E〉費用…１日につき1,900円(所 ｉ

得税非課税世帯および生活保 ｉ

護世帯は無料)　　　　　　　i

r〉申込み…ながいき課福祉係

E〉期日 …5 月26日(金)～29日( 月)j

l〉会場 …晴 海国 際 見本 市会場　　｜

l）出品対 象 …機 械 、雑 貨　　　　i

C〉申 込 み期限 … ４月15 日け)　 ｜

C〉詳細 … 商工課　　　　　　　　 ｜

E〉業務内 容 …病 棟 での事 務

C〉勤務 時間 … 午前 ８時30 分 ～午

後 ５時

I》年齢･･･45歳 くらい までの女 性

l〉採用方 法 …面 接( 随時)

E〉採用人 数 …20 人

【〉詳細 …国 保松 戸 市立病 院庶 務

課 人事係063-2171 内線2513

～2514 番

く ら し の セ ミ ナ ー

パート看護婦募集

卜 １　　　 回 ２　　　 回 ３　　　 回

日　 時
４月21日田

午後２時～４時

４月27日(木)

午前10時～ 正午

５月10日(本)

午 後２時 ～４時

テ ーマ
消費 税実施で何が

起こっている か
個人 輸入の方法 クリ ーニング の知 識

講　 師

日本経済新 聞社論 説

副主幹

宮 智 宗 七氏

(財)製品 輸入促進協

会業務 部企画課長

中 田 元 彦氏

杉 野女 子大学教授

越 川 壽 一氏

C〉日時･･･5月11日～７月13日の毎週月曜日午

後１時30分～３時と毎週木曜日午前10時～

正午

E〉資 格… 看護婦 の 免許 を持 って

い る45 歳 くらい まで の 人

【〉詳 細… 健康 管理 課業 務係

平成元年 春の全国交通安全運動
４月６日(木)～15日(土)

C〉定員 ‥･先 着70 人

l〉詳 細… 消 費生 活課 消費生 活係

1〉会場 … 婦 人会館 ４階 ホー ル

E〉対象 … 市内 の一 般消 費者

1〉費用 … 無料

第４次総合５か年計画スタート

- ‥ 一 一 一 一 一 一

２１世紀を目指して平成元年度

午鄙O 時～午後３時（正午～午後１時を除く）　　　| 陥



第 ７０３ 号

バランスのとれた食生活を

歯
の
病
気
は
、
む
し
歯
・
歯
槽

の

う
ろ
う

・
不
正

岐
合
の

三
つ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

い

ず
れ

も
、
現
在
の
食

生
活

が
引
き
起
こ
す
も

の
で

す
。

歯
の
病
気
を
防
ぐ
の
に
は
、

一
親
自
身
が
甘
い
も
の
を
そ
ば

三

つ
に
分
け
ら
れ

る

歯
の

病
気

日
本
の
国

が
豊
か
に
な
り
、

い
ろ
い

ろ
な
食
品

が
店
に
並

び
、

お
い

し
い
も
の

か
求

め
て
テ
レ

ビ
や
雑
誌
も
大
に

ぎ
わ
い
で
す

。

子

供

た
ち

は

今

、

甘

く
軟

ら

か
く

歯
に

付

着

し

や

す
い

食
物
を
好
ん
で
食

べ
て
い

ま
す
。

に
置
か
な
い
。

一
子
供
の
望
む
ま
ま
お
菓
子
や

清
涼
飲
料
水
を
与
え
た
り

、

だ
ら
だ
ら
ら
食
べ
さ
せ
な
い
。

一

野

菜
や
果
物
を
十
分
食
卓
に

の
せ

る
。

一
（

ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を

考
え
て
食

べ
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
努
力
が
歯
の
病

気
か
ら
子
供
た
ち
を
守
り
ま
す
。

規
則
正
し
い
生
活
と

と
も
に

む
し
歯
予
防
効
果
の
最
大
な
も

の
と
言
え
康
司

そ
し
て

、
年
に
二
上

面

は

歯
の
検
診
か
受

け
る
こ
と
ね
大

切
で

す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

マイ

スクール

マ
所
在

地
・
・・
松
戸
市
岩
瀬
五
八
七

番

地
？

罕
4
1
7
2

竒

巵

藤
昌
雅
校
長

マ
生
徒

数
・
上

、
一
五
口

入

私
た
ち
映

生

徒
会
の

諸
活
動

ド

人
ひ
と
り
の
意
見

が
反

映
で

さ
る
よ
う
誇
り
を
持
っ
て
取
り
く

ん
で
い
ま
す
。
文
化

祭
や
運

動
系

の
部
活
動
も
盛
ん
で

、
毎
年

県
大

会
な
ど
で
活
活
躍
し
て
い
ま
す
。

（
三
年
　

井
沢
慶

子
）

松戸市立
第一 中学 校

緑に囲まれた静かな 環境の中にある校舎

歯
を
大
切
に

歯

と

食
物

（
軟

食

の

時

代

）

弥生３月は、転勤や退職の時期
です。

また４月は、桜花開く華やい
だ季節で、入学や入社など希望に
満ちた時です。

今回は退職時にかかる税金につ
いてご説明します。

長
い
間
家
族
の
た
め
に

働
い

て

定
年
を
迎

え
た

と
し
ま
す
。
そ
こ

で

会
社
か
ら
、
そ
の

功
労
金
と
し

て

、
い

く
ら
か

の
退
職
金

を
も
ら

い
ま
し

た
。

「
う
む
、
こ
れ
だ
け
も
ら
え
た

の
な
ら
一
生
懸
命
働
い
た
甲
斐
が

あ

っ
た
。
よ
し
、
こ
の
金
を
元

手

に

家
を
建
て
直
し
、
長
年
苦

労
を

と

も
に
し
て

き
た
女
房
に

ダ
イ
ヤ

の

指
輪
で

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
や

ろ
冫
か
な
…
…
」
な
ど
ど
考
え
る

人

も
い

る
か

と
思
い
ま
す
。

し
か
し

ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ

退
職
時
に
課
税
さ
れ
る
税
金

さ
い
。
退

職
金
に

ど
の

く
ら

い
税

金
が
か
か
る
か
概
算
で
計
算
し
て

み
て
は
い
か

が
で
し

ょ
う
。

「
税
金
は
難
し

ぐ
て

古
手

だ
」

な
ど
と
一
言
わ
な
い
で
ぐ

だ
さ
い

。

そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は

あ
り

ま
せ
ん
。
退
職
金
に
か
か

る
税
金

は
、
所
得
税
、
住
民
税
と

も
他
の

所
得
と
分
離
し
て
計
算
し
ま
す
。

ど
う
し
て

か
と
い
い
ま

す
と
、

他
の
所
得
と
合
わ
せ
て
計
算
す
る

と

税
額
が
と
て

つ
も
な
く
多
く

な

り
、

何
の

た
め
に
働
い
て

き
た
の

か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
で

す
。

ま
た
住

民
税
は
、
翌
年
課
税
方

式

を
と

っ
て

い

ま
す

の
で

、
忘

れ
た
こ

ろ
に
な
っ
て
課
税
さ
れ
る

こ

と
に

な
り
、
支
払
い
に
苦
し
む

こ

と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ

シ

な
こ
と
汾
配

慮
し
て

退
職
金
に
つ
い
て

だ
け

、
所
得
税

と
同

様
、
現
年
課
税
方

式
で
計

算

し

、
退
職
金
倉

厘

し

引
く
よ
う

に

な
っ
て
い
粢

叉

な
お
、
退
職
金
以
外
の
住

民
税

に
つ
い
て

は
、
普
通
徴
収
の
方

法

で

納
め
る
よ

ワ
に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
で

の
納
税
は
、
六
月

か
ら

翌
年
の

五
月
ま
で
の
十
二
回

に
分
け
て
一
心
料
か
ら
天
引
さ
し
て

納
め
て
も
り
い
ま
す
が
、
退
職
す
る

と
そ
れ

が
で

き
な
く
な
り
ま

す
の

で
、
退
職
後
の
未
納
に
な
っ
て
い
る

税
金
を
普
通
徴
収
に
切
り
替
え
て

納
税
し
て

も
ら
う
・
こ
と
に

な
る
の

で

す
。

退
職
金
に

か
か
る
税
金
の
計
算

式
は

、
右
の

表
の
と
お
具

に夛

。

マ
詳
細
・
・
市
民
税
課

ａまつどｏ

退職所得控除額

通常の退職の場合

勤続年数が20年以下の場合･ ………40万円勤続年数80万円に満たない

場合には80万円ゐ　　20年を超える場合………………800万円＋70万円×(動続年数－20年)

障害者になったことに・直接起因して退職した場合……(llこよって訃算した金額)

＋1(x)万 円

所得金額の計算

退職所得の金額＝（収入金額ー退職所得控除額）

×1/2
所得税の税率表

課税される所得金額 税 額 平均税率

1,沺円 0円 0％

2,0CX]円～■3.C0C円 屁 円 四

4､OC)C弓ヽ 七,(XX]円 400円 IC％

6,呱円～ﾉ,伽円 釖 円

一 一一
胆 〕円

IG％

8.廈〕円～9,〔竄〕円 1鴎

10.000円～■11.000R１,鰍)円 1隲

12,D(XF1ソ3,CXX〕円 1,200,円 10％

蛸,叨円～乃,伽円 1,1 咲〕円

-
1, 釖 円

1跖

扣,C匐円～ﾌ,箙蕪 1鴎

18,CXX〕円～19.0001円 1,箙)円 1隲

課税される所得金額 税 率 控除額

２万円～3百万円天満Ｉ 旬％ 詞

３百万円～６戸万円杲満| 原島 300000円

６百万円～1千万円末満30％ 900000円

－　　 －
i.soo.ooa 円１干万円～2千万円未満 荀％

2千万円～５千万円未満 匹 3900000円

5干万円以上 ｌ％ 8,900,000円

住民 税の税率表

＼
課税される所得金額 税率

控除額

市

民

税

120万円以下 箚 C円

一 一

60,0001円
120 万卜廿ヽ-51 万円以下 ａ

iC)万円超 11％ 210,000円

１

－

500万円以下 2％ 0円

一 一

IC0,0(XFJ500万円超 4％

豪所得金額の計算式で求めた金額1こそれ

ぞれの税利こより税額を求め蔀でy。

ただし住民税については、求めた税額

から。さらに10％を控除したものが税

額となります。

上記の方法こよる計算には、端数処理

などの面倒な処理は省いてあり、あく

まで概算による計算方法です。

市
政
を
支
え
る
住
民
税

べんりな

豆知識

ま
つ
ど
の
歴
史
2

3
相
模
台
の
合
戦
と
経
世
塚

天
文
七
年
（
一
五
三
八
年
）
に
相
模
台
を

中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
合
戦
と
、
永
禄
七
年

（
一
五
六
四
年
）
に
市
川
城
国
府
台
城
と
も

い
う
）
を
中
心
と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
合

戦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
東
地
方
に
お
け
る
戦
国

時
代
（
応
仁
の
乱
＝
一
四
六
七
年
か
ら
天
正

十
八
年
卜
一
五
九
〇
年
ま
で
）
の
三
大
合
戦

の
一
つ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
有
名
な
も
の
で
に

た

。両
方
の
（
合
戦
の
内
容
を
紹
介
し
た
物
語

北

条

記

、

国

府

台

戦

記

な

ど

数

多

く

の

も

の

が

あ

り

ま

す

。

と

こ

ろ

で

天

文

七

年

の

合

戦

に

つ

い

て

ぽ

本
土
寺
過
去
帳
に
は
「
下
総
相
模
台
合
戦

大
（
小
）
弓
上
意
御
父
子
頼
御
三
人
始
申
千

余
人
之
打
死
也
卜
月
七
日
申
酉
二
昿
（
刻
）
之

御

一

戦

也

＝
・
」

と

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

戦

い

は

小

田

原

の

北

条

氏

綱

、

氏

康

の
七
千
騎
と
、
折
か
ら
安
房
や
上
総
の
土
豪

を
武
力
で
制
圧
し
て
勢
力
を
拡
大
し
て
き
て

い
た
里
見
義
尭
よ
し
た
か
と
、
彼
が
盛
り
た
て
て
い
た

お
ゆ
み
く
ぼ
う
」
″
よ
し
あ
き
こ
か
く
ほ
う
は
る
う
し

小
弓
公
方
足
利
義
明
（
古
河
公
方
晴
氏
の
叔

父

）

の

三

千

騎

が

松

戸

か

ら

市

川

に

か

け

て

の
場
所
合
戦
す
る
と
い
う
戦
い
で
し
た
。

小
金
城
主
高
城
胤
吉
た
ね
よ
し
は
、
こ
れ
よ
り
前
に

本
家
筋
の
原
氏
と
共
に
小
弓
城
を
守
備
し
て

い
て
、
不
意
に
攻
撃
し
て
き
た
里
見
軍
と
義

明
に
一
族
兄
た
ち
を
失
い
、
城
を
奪
わ
れ
て

い

ま

し

た

か

ら

、

一

族

兄

弟

、

家

臣

だ

も

の

弔

い

合

戦

と

ば

か

り

に

北

条

方

に

味

方

を

し

ま

し

た

。

高

城

氏

の

ほ

か

下

総

一

円

の

千

葉

氏

一

族

に

と

っ

て

は

、

以

前

か

ら

里

見

氏

や

義

明

に

か
な
り
痛
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
早
く

か

ら

北

条

方

に

心

を

寄

せ

て

い

ま

し

た

。

こ
の
合
戦
の
発
端
は
、
直
接
に
は
そ
う
し

た
立
場
に
あ
っ
た
千
葉
昌
胤
（
胤
吉
の
義
兄

が
、
氏
綱
に
義
明
の
攻
撃
を
す
す
め
た
た
め

で
す
が
、
義
明
自
身
も
ま
た
古
河
公
方
晴
氏

に

敵

対

し

て

関

東

八

力

国

の

主

に

な

る

う

と

相模台にある経世塚

い

う

大

野
望

が

あ

っ

た

の

で

、

晴
氏

の

意

を

く
ん
だ
氏
綱
を
、
す
す
ん
で
松
戸
、
市
川
で

迎
え

討

つ

と

い

う

形

に

な

っ
た

の

で

す

。

ら
Ｉ‥Ｉ
丶

一
　

１９

４
　
　
　

１
’いｔ

り

義

明

は

嫡

子

の

義

純

と

弟

の

基

頼

を

は

じ

め
と
し
て
、
安
房
の
里
見
義
尭
、
土
気
の
酒

井

定

治

、

真

里

谷

の

武
田

信

応

、

庁

南

の

武

旧

上

総

介

宗

治

、
東

金

の
酒

井

敏

房

に

出

陣

を
要
請
し
て
十
月
二
日
に
市
川
城
に
着
き
、

防
御
工
事
に
三
昼
夜
か
け
、
主
力
を
松
戸
の

陣
ヶ
前
に
置
き
ま
し
た
。

一
方
、
七
日
朝
に
松
戸
対
岸
に
着
い
た
氏

綱
軍
は
早
速
に
戸
川
を
渡
り
は
じ
め
、
午
後

四

時

か

ら

三

時

間

に

及

ぶ

激

戦

で

義

明

軍

を

破
り

ま

す

。

義
明
は
自
ら
大
太
刀
を
振
る
っ
て
奮
戦
し

ま
し

た

が

、

結

局

こ

の

戦

い

で

戦

死

し
て

し

ま

い

ま

す

（
相

模

台

の

聖

徳

学

園

内

に
あ

る

経
世
塚
は
義
明
ら
戦
死
者
の
塚
と
い
わ
れ
て

い

ま

す

）
。

高
城

氏

は

こ

の

時

の

戦

功

で

、

北

条
氏

か

ら
神
奈
川
県
海
老
名
町
と
横
浜
市
戸
塚
区
飯

島
町
を
与
え
ら
れ
ま
す

（
参
考
資
料
・
松
下
邦
夫
著
「
松
戸
の
歴
史

案

内

」
）

私
た
ち
の
「
松
戸
一
中
」
は
相

模
台
の
丘
の
上
に
あ
り
、
緑
と
花

に
囲
ま
れ
、
広
々
と
し
た
環
境
と

四
十
二
年
の
伝
統
を
も
つ
学
校
で

す
。今

年
の
三
月
の
卒
業
式
に
は
、

卒
業
生
が
創
立
以
来
一
万
五
千
人

を
超
え
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
の
父
母
の
多
く
も
一

中
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。

伝
統
と
い
え
ば
、
私
た
ち
の
生

徒
会
も
市
内
で
一
番
早
く
発
足
し
、

生
徒
会
会
則
な
ど
は
他
校
の
見

本
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。



ｍａまつど

細かい作業に熱が入ります

サ
ー
ク
ル
松
戸
版
画
の
会

松
戸
版
画
の
会
は
、
昭
和
五

十
四
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か

け
て
行
わ
れ
た
市
の
成
人
学
校

の
後
を
受
け
て
、
五
十
五
年
の

一
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
は
男
性
二
人
、

女
性
十
四
人
の
十
六
人
。

版
画
に
も
い
ろ
い
ろ
種
類
か

お
り
ま
す
が
、
木
版
画
を
中
心

に
月
三
回
、
金
曜
日
に
活
動
し

て
い
ま
ず
。

版
画
は
彫
る
こ
と
よ
り
も
摺

る
こ
と
が
難
し
く
、
多
色
摺
り

の
作
品
で
は
、
三
十
色
も
使
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

年
二
回
の
作
品
展
や
年
末
年

始
の
カ
レ
ン
ダ
ー
・
年
賀
状
展

に
は
色
鮮
か
な
作
品
が
い
っ
ぱ

い
。興

味
の
あ
る
人
は
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
す
剔

▽
連
絡
先
・：
久
亠

‘
9
1
1
3
8

7
0
竒

健 康づ くり グル ープ

｢さ わや か｣

E〉日 時 …毎 週 木曜 日、午 後 １時

～ ２時30 分

C＞会場 …常 盤 平市 民セ ン ター

【〉費 用…年2,500 円( 入会 金ない

t〉詳細 … 金本登85 -7340 番

女 声合 唱団 コ ール･ フ ローラ

E〉日 時 …毎 週金 曜 日，午 前10 時

～午 後 １時

t〉会場…市民会館

じ・費 用 … 月2,500円仄 会金1,000円)

[〉詳 細… 梅 木容87 －9878 番

少年 硬 式 野 球 選 手 募 集

『〉日 時 …毎 週 日曜E』･祝 日午|拘9

時 ～午 後５時

D〉場所…松戸ポニー専用グラウ

ン ド( 江 戸 川河 川敷)

｢〉費 用 …月3,000 円 ～3,5001''｣

(入 会金3,000  円)

C〉詳 細 … 山本S64 －4604 番

笹俳 句 会

D〉日時 … 毎 月第！ 目暝 口、 午 後

Ｏ時30 分～ ４時30 分

t〉会 場… 市民 会館

E〉費 用… 月30 削 イ 入会金 なＵ

t〉詳細…久保田登41一一6291 $

根木内 ジ ョリ ーコ ーラ ス

(女 声合 唱)

C〉日時 … 紅週 金唯 口 ，乍 後２時

～ ４時

1〉会 場…小 金原体育 館

l〉費 用… 月2,5CO円(入会釦,C00 円)

l〉詳細…柳昔43－1480番

木 彫 ・ 桜 彫 会

l〉日 時 … 毎 月 ３ 回 水 曜 日 ， 午 前

10 時 ～ 午 後 ３ 時

E〉会場…市民会館

l〉費 用 … 月2,2001'｣(入会 金2,00剛)

C〉詳 細 … 鈴 木丑62 一一8800 番

馬 橋 ダ ン スサ ー ク ル

[〉日 時 …毎 週 水曜 日、 午後 ５時

～ ７時 ・ ７時 ～ ９時

E〉会場…馬橋東市民センター

[〉費 用 …月2,000 円( 人会金な凵

l〉詳 細 …栗 原mi-iooi 番

ハ－モニ力

( 松 戸 ア ミ ー ゴ)

1〉日 時 … 月 ３ 回 金 曜 日 ， 午 後 ６

時30 分 ～ ９ 時

C〉会 場 … 市 民 会 館

l〉費 用 … 月2,5剛I｣( 入会金1,0001'J)

C〉詳 細 … 佐 藤Q85-3255 番

健 康づ く り グル ープ

交流 会

t〉日 時… 毎週 火 耀日 、午 後 １時

～ ３時

E〉会 場… 馬 橋市 民セ ン ター

冫 費 用･刈1500 円( 入会 金なし)

E〉詳 細… 関戸S44- 〔〕376番

灯 ペ ン 習 字 サ ー ク ル

[〉日 時 … 毎 月 第 １ ・ ３ 火 曜 日 。

午 後 ７ 時 ～ ９ 時

E〉会場…馬橋市民センター

D〉費 用 … 月2,0 0C円( 入会金1,000 円)

l〉詳 細 … 辻S44 －8973 番

日 本画紅 彩 会

E〉日 時 …毎週 金||μ｣ 、午 後 １時

～ ４時

D〉会 場 …矢切 公 民館

E〉費 用 … 月5,000円( 入会金な凵

C〉詳細…古田ff 63-4848#

市民会館
市民劇場

平成元年４月５日

市 民 会 館 市 民 劇 場

期日 内 容 開演時間 期 日 内 容 閧演時 間

‰

）
松戸民踊連合会

第33回民舞大会
9:4C

垢 山 ピアノ発表会 18:00

９旧） ピ アノ発 表会 13:00

16日
松美会新舞踊

30周年記念大会
10:3C

15は） ピアノ発表会 18:30

16旧） 舞踊発表会 11:00

22(士)
専修 大学松戸高校第９

回吹 奏楽部定期演奏会
14:3C

22白 ピ アノ発 表会 14:30

23日 ピアノ発表会 13:00

5/2(刈 寄席 芸能研究会発表会 11:OC 23屎） 着付け発表会 12:00

３( 祝)
全労災春 休み

親了映画会

10:CO

14:00

30(Ej) 洋裁作品発表 会 14:00

5/3而
ピアノ・バイオリン

発表会
14:00

４(祝)
耀峰会第32回

民 謡おさらい 会
9:3C

４潤 ピアノ発表会 10:30

※｢市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

D〉詳細…市民会館豐68－]237～8番､市民劇場昔68－0070番

ハイこちら内線600番
まちの話題をお知らせ下さい。

市消防局に中国研修生

訓練に励む研修生の皆さん

日本の消防技術を学ぶため、中国から３人の研修生が来日し、４

月28日まで松戸市消防局で研修中です。

来日したのは、天津消防研究所の席連桐さんら３人で、松戸市の

消防組織・体制や実践的な消火・救急活動など、幅広い研修を行っ

ています。

市消防局では、消防技術の交流と相互理解を深めて、日中友好親

善に役立ちたいとしています。

私
た

ち
は

、
日

本
の

消
防

技
術

を
勉

強
す

る
た
め

、
中

国
か

ら
来

ま
し
た

。

松
戸
市
で
は
、
実
務
や
救
急
、
警
防

な
ど

を
皆

さ
ん
か

ら
親

切
に

教
え
て

も

ら
っ

て
い

ま
す
。

消
防
体
制
な
ど
、
し
っ
か
り
身
に
つ

け
て

本
国
で

生
か

し
て

い

き
た
い

と

思

い
ま
す
。 左　 中　 右

か
せ
き
ら
ん

夏
　

夕

嵐

さ
ん

ち
ょ
う
た
く
め
い

趙
　

沢

明

さ
ん

せ
き
れ
ん
ど
う

席
　

連

桐

さ
ん

サークル
会員募集

・ 丶 催し物
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郷土歴史講座

田植えを体験しよう

E〉日 時… ４ 月中 旬～ ５ 月上 旬の

日・ 月曜 日、祝 日を除 く日の

午 後１ 時 ～４ 時。 大候 ・苗 の

成育 状況 な どに より決 定し 、

実 施 日の ３ 日前 までに 参加 者

に 連絡 し ます。

E〉集合場所…京成バス栗山停留

所(松戸駅西口から、市川駅

行 きバ スで 約15 分)

【＞対象 … 成 人市民

【〉定 員 …先 着20 人

E〉費用 …無 料( 水 田 に 入れる 服

装で、ゴム手袋・長靴・着替

え持 参 のこ と)

【〉申 込 み… ４ 月 ５日( 水) 午前 ９

時30 分か ら電 話 で文化 ホー ル

a67 －7810 番 へ

松戸史談会

北柏周辺の文化財と史跡めぐり

【〉日 時… ４ 月 ９日([]) 午 前10 時

北 柏駅 前集 合 〔雨 天の 場合 は

16日( 日)に 延 期〕

l〉コ ース …北 柏駅‐ 風車 のあ る

公 園 ―常 夜 灯一一呼塚 河岸 一 旧

流 山道一 覚 王寺( 文 化財 ・ 大

日如来坐像)－一本杉一三郡

境不 動 尊一 松 ヶ崎城 址‐ 北 柏

駅約8km ・ 徒 歩５時 間30 分

1〉費 用…300 円( 資料代 含 む)

※昼 食を持 参 して 下 さい。

1〉申 込み … 当 日集合 場 所で

【〉詳 細… 神 尾B41 ―2458 番( 午

後 だけ)

喜楽家バザー

E〉日 時… ４月23 日(日)正 午 ～午

後 ２時

l〉会場‥喜楽家きらくいえ(馬橋2,986番地)

※バザ ーへ の物 品提 供 また はお

手 伝 いで きる 人の ご協 力 をお

願いし ます。

C〉詳 細… 喜 楽家S44 ―9951 番(月

曜 日 を除 く)

小金原煎茶サークル

おさらい会

C〉日時…４月23日(日)午前10時

～午後３時

【〉会場…戸定館

E＞費用…2,000円(おしのぎ付)

E〉詳細…藤沢登84－1168番

家事を楽しく

l〉日時…４月18H ～6 月27口の

毎週火曜日( 全Ｈ回) 、午前

10時～正午

1〉会場…婦人会館

t〉内容…衣・食・住・工芸など

1〉費用…8,000円(実習費含む)

E〉詳細…松戸友の会・藤井昔63

―7622番

娘のための生活講習

t〉日 時‥･４月22 日、 ５月13 日・

27H 、6 月10 日・24 囗、 ７ 月

８[] り5H ・29 日の 各土 曜 口

(全 ８回)､ 午 後 ３時 ～６時

【〉会 場… 婦 人会 館

【〉費 用‥･10,000円

l〉詳細･‥松 戸友 の会 ・ 藤井 登63

―7622 番

ふれあい教室(ベン習字)

【〉日 時 … ４月19 日～ ７月12 日の

毎週 水 曜日 、午 後６ 時30 分 ～

８時30 分

【〉会場…勤労会館２階会議室

E＞対 象 …市 内 在住 ・在 勤の 勤労

者

1〉費 用… 教 材 費1,0501'】

E〉定 員…50 人( 申 し込 み 多数の

場合 は抽 選)

E〉申 込み … ４ 月10 日( 月) 〔消印

有効 〕 までに 、往 復 ハガ キに

住所 ・氏 名 ・年 齢 ・ 勤務先 ・

電 話 番号･ 教 室名 を明 記し て、

〒271 松 戸 市根本387 ― 5 松

戸 市役 所 商工課 労政 係 へ

第１回青少年と

松戸シティフィルの共演

C〉日 時.･･5 月 ５日(祝) 午 後 ２時

開 演

E〉会場 … 市民 会館 ホー ル

1〉費 用 …500 円( 全 白由 席)

に〉曲 目… ショ パン ・ピ ア ノ協 奏

曲 第１ 番ほ か

E〉詳 細… 桑原£543―9390 番

スポーツ

松戸市健康・体力づくり

フェスティバル

発表グループ募集

C〉日時…６月17日(土)午後１時

から

※５月13日(土)に初回打ち合わ

せを行います。

E〉会場…運動公園体育館

|〉対象…市内で健康・体力づく

りの目的で運動しているグル

ープでスポーツ保険に加入し

ているグループ

1〉費用…無料

1〉内容…体操・リズム運動など

自由( ５分以内)

【〉申込み…４月15日(土ほ でに

社会体育課へ

D〉詳細…社会体育課指導係

ソ フ ト バ レ ー ボ ール 教 室

【〉日 時… ４ 月16 日・23 日の 各 日

曜 日、午 前10 時～ 正 午

1〉会 場… 常 盤平 第一 小学 校

【〉対象 … 一般 市 民

r〉費 用… 無 料

p〉申込 み …当 日 会場 で

レ 詳細 … 体育 指 導委 員・小 暮昔

87－7117 番

青年フェスティバル

実行委員を募集

青年 フ ェ ステ ィバル は、 青年

たちが 自 ら企 画運営 す る 手作 り

の お 祭りで す。 開 催 日は ９月 中

甸ごろ を予 定し て い ます。

E〉実 行 委員 会日 時… 毎 月 第１水

曜 Ｈ午後 ７時 か ら

※第 １回 会議は ５月17H( 水)

l〉会 揚 …勤 労会 館 和室

【〉詳 細 …社 会教 育 課青 少年 婦 人

係

映画会｢旗本退屈男｣

E〉日時…４月ｎ 口(火)午後１時

から

l〉会場…小金原老人福祉センタ

r〉主 演… 市 川右 太衛 門

E〉対象 … 市 内在住 の60 歳以 上 の

人

【〉費 用…無 料

じ＞詳細 …小 金 原 老人福 祉 セン タ

一昔44 ―8270 番

ともしび読書会

|〉日時…４月20日(木)午前10時

～正午

|≫会橸…婦人会館研修室

1〉内容…阿川弘之著｢ 舷燈｣

r〉費用…500円

|〉詳細…山口a44･ 7761 番

江戸川ハイキング

まつど

C〉日時…４月16H( 日)午前９時30分から〔雨天の場合は23囗(囗)

に順延〕

|〉集合場所…坂川土地改良区事務所前( 松戸駅西口中央通りを

江戸川に向かって直進し、つきあたりの土手)

じ＞コース…市川市里見公園までの江戸川沿い約6.7km

D〉内容…野草つみと河川美化

|〉費用…無料

D〉持ち物…弁当・水筒・つみ草用具・ビニール袋・軍手など

仁〉定員…先着50人

i〉申込み…４月８日(土)正午までに、電話で江戸川を守る会松

戸支部事務局( 公害課内) へ

フォークダンス初心者講習会

【〉日 時… ４月ｎ 日～ ５月30 日の

毎 週 火曜 口( 計 ８回) 、 午後

７時 ～ ８時30 分

c〉会 場‥･矢 切 公民館

1〉費 用…1,500 円

E〉持 ち 物… 運動 靴

に＞詳 細… 矢 切Ｆ ・Ｄ 同好 会 ・斉

藤昔63－0540 番

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101 ●小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

春季バドミントン

ダブルス大会

E〉日時 …４ 月23H( 日)午 前 ９時

～午 後５時

1〉会場…小金原体育館

1〉対象 … 市 内在住･ 在 勤･ 在学 者

E〉種目 … 男女 、１・２・ ３・４部

【〉費用 … 登録 者 １人1,200 円､ 未

登録 者 １ 人1,500 円

E〉申 込 み… ４月14 囗(金) まで に

ハ ガ キに クラブ 名を 記 入し 、

〒270松戸市中和倉304－ 8 松

戸 市 バド ミン トン 協会 ・長 谷

川俊夫(B41 ―7925 番) へ

市民氷上運動会

C〉日時 … ４ 月23 日( 日)午 前 ９時

～正 午( 運 動会 後 、午 後 ５時

まで 白由 滑 走)

E〉会場 … 新松 戸 ス ターラ ンド

l〉対象･‥小学生 以 上の 市 民 また

は 市内 在勤 者

【＞定 員 …先 着200 人

【〉種 目 … 氷上 ゲー ム、 競 技( 個

人 ・団体)

C〉費 用… １ 人600 円、 親子 ま た

は兄 弟１ 組1,000 円

※参加者全員に参加賞あり。手

袋 ・ ズ ボン着 用の こ と

l〉申 込み … ４ 月22H( 土) まで に

ハ ガ キに住 所・ 氏 名・年 齢 ・

電 話 番号 を記 入し 、〒270 松

戸 市ニ ツ木 ３松 戸 市ス ケート

連 盟(S41 ―2121 番) へ

軟式テニス教室

(日曜早朝コース)

D〉日時…４月～11月の毎週口曜

囗、午前７時～９時

l〉会場…栗ヶ沢公園庭球場

1〉対象…高校生以上で市内在住

・在勤の人

E〉定員…先着20人

E〉費用…８ヵ月分14,000円

E〉申込み…４月９Ｈ(日)午前９

時から栗ヶ沢公園庭球場で受

け付け

C〉詳細…松戸市軟式庭球連盟・

木瀬f142－0803番

第21回

春季家庭婦人

ソフトボール大会

【〉日 時 … ４ 月23 日( 日)午 前 ９時

か ら

D〉場所…古ヶ崎ソフトボール場

E〉費 用 … １チ ーム3,000 円

C〉申 込 み… ４ 月15H( 土) 午 後 ２

時か ら明 市民 セ ン ターで 行 う

代表 者会 議で

C〉詳 細… 松 戸市 家庭 婦 人ス ポー

ツ連 盟・ 赤坂fl‘87－7838 番

文化講 演 会

「人 間 の 魅 力 を探 る」

C〉日 時… ４月13 日( 木)午 後 ６時

30分 ～ ８時

【〉会 場… 市 民会 館

E〉講 師… 千葉 大 学教 授 ・金光 達

太郎 氏

l〉定員 …150 人

D・費 用… 無料

t〉詳 細… Ｈ ・Ｒ松戸 話し方 サー

クル・ 田村045 ―8150 番

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

初心者カヌースクール

l〉日 時 … ５月７ 日・13[] ・14 日、

・20 日・21H ・27 日の 各上 ・

日 曜 日の うちい ず れか ３日 間、

午 前10 時～正 午

【〉会 場‥･古ヶ崎 グラウ ンド付 近

の江 戸 川

【〉対 象‥･小 学４年 生 以上 の 健康

な男女

E〉費 用… 保険 料 など6,000 円 冖

日 分 】

C〉定 員…40 人

1〉持ち 物 … 着替 え一 式・ セー タ

ー ・靴 ・ バ スタ オル

E〉申 込み …現 金 書留 で、 氏名 ・

住 所・ 電話 番号 を 記入 して 、

〒270 松戸 市子 駄 堀1724 鹿 野

方 松戸 市カ ヌー 協 会(1544 ―

0751 番) へ

愛の献血

期日 会 場 時 間 主 催

4/15
(士)

Ｊ Ｒ

馬 橋駅

東 口

午前

９時Ｅ 分
Ｓ

午後

３時30分

松 戸 北

ロ ータリ ー

クラブ

E〉詳細 … 健康 管理 課業 務係

救 急 医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を 忘 れ ず に ／

◆夜間急病診療所( 毎日)･午後8時～1慟 衛生会館内　　a68-3Z56 番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービ ス　昔6H Ⅲ 番

◆緊急休日在宅当直医･午前勁~ 午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　 啣 Ｈ Ⅲ 番

◆休日 歯科診療所・午前勁 ～正 午　衛生会館内　　　　 啣5 弓430番

おしらせ

もよお
しもの

野草をたずね

て
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